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地
震
で
崩
壊
し
た
麦
島
城

　
市
内
に
伝
わ
る
古
文
書
に
、
こ
ん
な

一
節
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
三
月
十
七
日
、
大
地
、
振
動
す
。
山

鳴
り
、
谷
応
え
、
潮
翻
り
、
水
沸
き
、

城
郭
崩
壊
、基
階
頽
毀
す
。（
３
月
17
日
、

大
地
が
激
し
く
揺
れ
、
山
が
崩
れ
、
谷

も
崩
れ
た
。
津
波
が
起
こ
り
、
液
状
化

が
起
こ
っ
た
。
城
の
櫓
や
建
物
も
倒
れ
、

城
の
石
垣
も
崩
れ
落
ち
た
）」

　
こ
の
古
文
書
は
、
今
か
ら
4
0
0
年

前
の
1
6
1
9
年
3
月
17
日
（
旧
暦
、

現
在
の
4
月
中
旬
か
ら
下
旬
、
今
年
は

4
月
21
日
に
該
当
）
に
、
八
代
地
域
で

発
生
し
た
大
地
震
に
よ
っ
て
麦
島
城
が

崩
壊
し
た
時
の
記
録
で
す
。
麦
島
城
は

再
建
さ
れ
ず
、
新
た
に
八
代
城
が
築
か

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
政
府
の
地

　
今
年
4
月
で
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら
3
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
地
震
で
は
本
市
で
も
多
く
の
人
が
被
災
し
、
国
史
跡

で
あ
る
八
代
城
跡
の
石
垣
も
一
部
が
崩
れ
ま
し
た
。
こ
の
熊
本
地
震
の
発
生
ま
で
、
4
0
0
年
前
に
麦
島
城
を
崩
壊
さ
せ
た

地
震
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
熊
本
地
震
か
ら
３
年
、
麦
島
城
を
崩
壊
さ
せ
た
地
震
か
ら
4
0
0
年
を
迎
え
る
今
年
、
郷
土
で
発
生
し
た
地
震
の
歴
史
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

震
調
査
研
究
推
進
本
部
に
よ
る
と
、
こ

の
時
の
地
震
は
日
奈
久
断
層
帯
周
辺
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
2

だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

姿
を
現
し
た
麦
島
城

　
本
市
で
は
、
平
成
8
、
10
〜
15
年
度

ま
で
都
市
計
画
道
路
建
設
な
ど
に
伴
い
、

麦
島
城
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
二
の
丸
堀
跡
で
は
、
4
0
0
年
前
の

地
震
で
倒
壊
し
た
平
櫓
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
見
つ
か
っ
た
平
櫓
の
部
材
を
上

か
ら
一
点
ず
つ
慎
重
に
取
り
上
げ
て
い

く
と
、
平
櫓
の
屋
根
は
ひ
っ
く
り
返
り
、

壁
は
堀
底
に
横
倒
し
と
な
り
、
柱
や
貫

は
全
て
折
れ
る
な
ど
、
地
震
の
大
き
さ

を
物
語
る
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
掘
さ
れ
た
麦
島
城
の
石
垣

は
上
部
や
隅
が
失
わ
れ
て
お
り
、
地
震

4
0
0
年
前
に

　
八
代
を
襲
っ
た
大
地
震
を
知
っ
て
い
ま
す
か

「麦島城崩壊400年記念イベント」

会長 堀本 一奉さん

中村 茂夫さん
（迎町）

　地震で倒れたとされる建物一棟がほ
ぼそのままの状態で発見されたのは、
全国でも珍しく貴重なものです。ぜひ、
多くの人に実際に資料を見てもらい、
麦島城について知ってほしいです。

　近年は災害を忘れてはいけない
時代に突入しており、個人で行う
防災をしていかなければならない
と改めて思いました。

〜
麦
島
城
崩
壊
か
ら
4
0
0
年
〜

問合せ　文化振興課 ☎33-4533

麦島城とは
　麦島城は1588年にキリシタン大名の小西行長が築いた九州最古の近
世城郭の一つです。古城町一帯に所在し、堀を含めて東西南北約400ｍ
の広さがありました。現在、天守台と、本丸の一部が国史跡になって
います。

こにしゆきなが

で
崩
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
発
掘
さ
れ
た
麦
島
城

は
古
文
書
に
記
さ
れ
た
「
櫓
や
建
物
も

倒
れ
、
城
の
石
垣
も
崩
れ
落
ち
た
」
と

い
う
記
録
と
一
致
し
て
お
り
、
地
震
に

よ
る
被
害
の
大
き
さ
を
物
語
る
も
の
で

し
た
。

※
麦
島
城
の
平
櫓
は
保
存
処
理
を
し
た

後
、そ
の
一
部
を
麦
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
熊
本
県
立
美
術
館
の
特
別
展
で

も
展
示
し
て
い
ま
す
。

繰
り
返
さ
れ
る
地
震
の
被
害

　
麦
島
城
が
地
震
で
崩
れ
落
ち
た
6
年

後
の
1
6
2
5
年
、
今
度
は
同
じ
日
奈

久
断
層
の
北
側
を
震
源
と
す
る
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
地
震
で
熊

本
城
が
被
災
し
て
火
薬
庫
が
爆
発
す
る

な
ど
、
50
人
余
り
の
死
者
も
出
て
い
ま

す
。
ま
た
、
1
8
8
9
（
明
治
22
）
年

に
も
熊
本
市
内
を
直
下
型
地
震
が
襲
い
、

熊
本
城
が
被
災
す
る
な
ど
、
20
人
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
県
内
は
度
々
大
き
な

地
震
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
地
震

調
査
研
究
推
進
本
部
は
、
昨
年
1
月
の

段
階
で
、
今
後
、
日
奈
久
断
層
帯
の
日

奈
久
区
間
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
5

の
地
震
の
発
生
確
率
は
最
大
6
％
、
同

八
代
海
区
間
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・

3
の
地
震
の
発
生
確
率
は
最
大
16
％
と

公
表
し
て
い
ま
す
。

地
震
の
歴
史
を
学
び
、

　
　
　
伝
え
て
い
こ
う

　
先
人
た
ち
は
地
震
の
記
録
を
後
世
に

伝
え
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
そ
の
記

録
を
受
け
取
り
、
防
災
に
活
か
す
こ
と

が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
私
た
ち
が
熊

本
地
震
で
体
験
し
た
地
震
の
恐
ろ
し
さ
、

災
害
へ
の
備
え
、
復
旧
復
興
の
取
り
組

み
な
ど
も
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
で
は
、
地
震

の
歴
史
や
麦
島
城
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
利

用
く
だ
さ
い
。

　
一
人
一
人
が
過
去
の
地
震
か
ら
教
訓

を
学
び
、
備
え
、
伝
え
て
い
く
こ
と
が

未
来
の
防
災
へ
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら
や
ぐ
ら

　
　
　
　
ほ
り
ぞ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　 

す
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
お
ひ
る
が
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き 

か
い
た
い  

き

▲麦島城の平櫓（櫓の屋根がひっくり返っていました）（平成14年撮影）

▲平櫓の柱や貫は全て折れていました（平成15年撮影）

▲麦島城の小天守の石垣。地震で石垣の隅や上部が失われています（平成15年撮影）

麦島コミセン

二の丸

三の丸

大天守

大手口

平櫓出土地

都市計画道路
八の字線

都市計画道路
麦島線

小天守 本 丸

シルバー
人材センター

　400年前に八代地域を襲った大地震を歴史の教訓とし
て将来の災害に備えるために、麦島城崩壊400年記念イ
ベントが麦島コミュニティセンターで行われ、約200人
が参加しました。
　記念講演会では、市立博物館の鳥津亮二学芸員が「八
代の地震と麦島城」と題して、麦島城跡の歴史と文化、
そして防災について講演。「過去を学び、地震がきたら
どうするか想定して備えてほしい」と話すと、参加者ら
は熱心に聞き入っていました。

麦島住民自
治協議会

講演を聞い
て

3/
16㈯

▲昭和23年の麦島城（GHQ撮影航空写真、国土地理院所蔵）
※写真に麦島城の縄張図（想定）と都市計画道路の位置等を重ねています。

貫

貫

柱

柱
柱
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・
75
歳
以
上
の
人

・
65
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
人
で
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
人

※
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
と
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
に
記
載
さ
れ
た
障
が
い
の
等
級
が
１
〜
３
級
と

４
級
の
一
部
の
人
な
ど
で
す
。

※
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
の
加
入
は
任
意
で
す
。

障
が
い
の
認
定
は
、
い
つ
で
も
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
、
い
つ
で
も
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
、
撤
回
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
と
外
国
人
で
在
留
期

間
が
３
ヵ
月
未
満
の
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

所
得
が
低
い
世
帯
の
軽
減

均
等
割
額
の
軽
減
《
5
割
・
2
割
軽
減
対
象
者
の

拡
大
と
軽
減
割
合
の
一
部
が
変
更
に
》

　
世
帯
（
被
保
険
者
と
世
帯
主
）
の
総
所
得
金
額

な
ど
の
合
計
額
に
よ
り
８
割
・
8.5
割
・
5
割
・
２

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
人

特
別
徴
収
の
人

　
４
月
か
ら
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
（
年
６
回
）
に

よ
り
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、４
・

６
・
８
月
に
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
保
険
料
額
は
、

保
険
料
決
定
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

普
通
徴
収
の
人

　
７
月
か
ら
納
付
書
か
口
座
振
替
（
年
９
回
）
に
よ

り
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
人
は
、

年
金
か
ら
の
差
引
開
始
ま
で
６
カ
月
か
ら
１
年
ほ
ど

か
か
る
た
め
、
納
付
書
か
口
座
振
替
で
の
納
付
が
必

要
で
す
。

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

平
成
31
年
度
は
保
険
料
の

軽
減
内
容
が
見
直
さ
れ
ま
す

平
成
31
年
度
は
保
険
料
の

軽
減
内
容
が
見
直
さ
れ
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
原
則
、
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
）
で
す
が
、
申
し
出

に
よ
り
、
保
険
料
を
口
座
振
替
で
の
納
付
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ
の

変
更
に
つ
い
て

特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ
の

変
更
に
つ
い
て

均
等
割
額
の
軽
減
《
軽
減
期
間
が
制
度
加
入
し
た

月
か
ら
2
年
間
に
》

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
日
の
前
日

ま
で
、
被
用
者
保
険
（
※
）
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
日
の

属
す
る
月
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の
間
は

５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
２
年
経
過
後
は
均
等
割
額

軽
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
所
得
割
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
の
期
間
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
被
用
者
保
険
と
は
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保
組
合
、

共
済
組
合
な
ど
で
す
。

被
用
者
保
険
加
入
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
人
の
軽
減

被
用
者
保
険
加
入
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
人
の
軽
減

平成31年度の保険料額

均等割額：47,900円
（保険者1人あたり）

保険料額（年額）
上限：62万円

保険料は被保険者一人一人が納めます。
保険料率は、県内均一です。
均等割額は被保険者全員が等しく負担します。
所得割額は所得に応じて負担します。

所得割額
（総所得金額等－
33万円）×9.26％＝ ＋

33万円を超えない世帯で、被保険者全員が年金収入80万円
以下であり、そのほかの所得がない場合
（変更前）９割軽減　介護保険料の軽減拡充に合わせて軽減率
が下がります

33万円を超えない世帯

33万円＋「28万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 
　　　　　　　　　　（27万 5000円から拡大）

33万円＋「51万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 
　　　　　　　　　　（50万円から拡大）

8割

8.5 割

５割

２割

軽減割合 世帯の総所得金額などの合計額

＊均等割の軽減判定についての総所得金額などは、専従者控除や譲渡所得特別
　控除の適用前になります。
　また、年金所得については15万円を控除した額で判定します。

後期高齢者医療制度の
お知らせ

後期高齢者医療制度の
お知らせ

問合せ　国保ねんきん課
　　　　☎33-4490
問合せ　国保ねんきん課
　　　　☎33-4490
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平
成
31
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
仮
算
定
）
の

納
税
通
知
書
を
４
月
中
旬
頃
ま
で
に
世
帯
主
宛
て
に

送
付
し
ま
す
。世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
な
く
て
も
、

世
帯
内
に
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合
、
世
帯
主
が
納

税
義
務
者
で
す
。

　
仮
算
定
期
間
は
１
〜
３
期
で
す
。
平
成
31
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
額
は
、
７
月
の
本
算
定
で
確
定
し

ま
す
。

　
確
定
申
告
や
市
県
民
税
申
告
が
不
要
な
人
（
収

入
が
0
円
の
人
）
で
も
、
国
保
税
の
算
定
や
軽
減

判
定
を
す
る
た
め
に
、
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
次
の
人
以
外
は
、
収
入

が
な
い
場
合
で
も
申
告
が

必
要
で
す
。

　
・
給
与
収
入
者
※

　
・
年
金
受
給
者
※

　
・
確
定
申
告
を
税
務
署
に
し
た
人

　
・
市
県
民
税
の
申
告
を
市
に
し
た
人

　
・
18
歳
未
満
の
人

※
給
与
収
入
者
や
年
金
受
給
者
で
も
、
そ
れ
以
外

に
所
得
が
あ
る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
が
な
い
と
次
の
よ
う
な
不
利
益
を
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
国
保
税
の
算
定
に
用
い
る
所
得
が
分
か
ら
な
い

た
め
、
標
準
的
な
課
税
と
な
り
、
低
所
得
世
帯

で
あ
っ
て
も
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
な
い
。

・
前
期
高
齢
者
（
70
〜
74
歳
）
の
負
担
割
合
、
食

事
代
減
額
や
高
額
療
養
費
支
給
の
自
己
負
担
額

の
判
定
が
で
き
な
い
。

収
入
が
0
円
の
人
も
申
告
が

必
要
で
す

収
入
が
0
円
の
人
も
申
告
が

必
要
で
す

普通徴収世帯（口座振替・納付書払い）…４、５、６月

国
民
健
康
保
険
税
【
仮
算
定
】
の

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
【
仮
算
定
】
の

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
【
仮
算
定
】
の

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
【
仮
算
定
】
の

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

問
合
せ
　
国
保
ね
ん
き
ん
課
　
☎
33
4
1
1
3

　
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
平
成
30
年
分

の
所
得
が
確
定
す
る
ま
で
は
、
暫
定
的
に
前
年
度
の

所
得
な
ど
に
応
じ
て
算
定
し
た
額
を
納
め
る
「
仮
徴

収
」
を
行
い
ま
す
。

「
仮
徴
収
」
を
行
う
こ
と
で
、
１
期
あ
た
り
の
保
険

料
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
通
徴
収
の
人

（
納
付
書
払
い
や
口
座
振
替
の
人
）

　
納
付
書
や
口
座
振
替
で
介
護
保
険
料
を
納
め
る
方

法
を
普
通
徴
収
と
い
い
ま
す
。
納
付
書
払
い
の
人
に

は
４
〜
６
月
分
の
納
付
書
を
、
口
座
振
替
の
人
に
は

４
〜
６
月
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
す
予
定
の
金
額
を

明
記
し
た
通
知
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

　
仮
徴
収
（
４
月
〜
６
月
）

　
本
徴
収
（
７
月
〜
翌
年
３
月
）

特
別
徴
収
の
人

（
年
金
天
引
き
の
人
）

　
年
金
支
給
時
に
介
護
保
険
料
を
差
し
引
く
方
法

を
特
別
徴
収
と
い
い
ま
す
。

　
特
別
徴
収
の
人
は
４
月
分
と
６
月
分
の
介
護
保

険
料
は
２
月
分
の
介
護
保
険
料
と
同
額
と
な
る
た

め
、
４
月
の
通
知
は
が
き
を
送
付
し
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
４
月
特
別
徴
収
開
始
の
人
に
は
、
通

知
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

　
仮
徴
収
（
４
月
・
６
月
・
８
月
）

　
本
徴
収
（
10
月
・
12
月
・
翌
年
２
月
）

※
７
月
以
降
（
特
別
徴
収
の
人
は
８
月
年
金
天
引

き
分
か
ら
）
の
介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得

が
確
定
し
、
年
間
の
介
護
保
険
料
が
決
定
す
る

７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

平
成
３１
年
度
介
護
保
険
料
の
仮
徴
収

平
成
３１
年
度
介
護
保
険
料
の
仮
徴
収

平
成
３１
年
度
介
護
保
険
料
の
仮
徴
収

平
成
３１
年
度
介
護
保
険
料
の
仮
徴
収

問
合
せ
　
長
寿
支
援
課
　
☎
32
1
1
7
5

平成30年度国保税年額の12分の1相当額を各1期分の税額として算
定しています。
仮　算　定
1期
4月

本　　算　　定
2期
5月

3期
6月

4期
7月

5期
8月

6期
9月

7期
10月

8期
11月

9期
12月

10期
1月

11期
2月

12期
3月

特別徴収世帯（年金差引）・・・４、６、８月
平成30年度6期（平成31年2月）分と同額、または平成30年度国保
税年額の6分の1相当額を各1期分の税額として算定しています。

仮　　算　　定
1期
4月

本　　算　　定
2期
6月

3期
8月

4期
10月

5期
12月

6期
2月

生活保護を
受けている

本人の前年の
合計所得金額が

はい

はい

いいえ

いいえ

第1段階

・120万円未満 
　→第6段階 93,600円

・120万円以上～200万円未満 
　→第7段階 101,400円
・200万円以上～300万円未満 
　→第8段階 117,000円
・300万円以上
　→第9段階 132,600円

本人の前年の
合計所得金額と

課税年金収入額の合計が

本人の前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が

・80万円以下
　→第4段階 70,200円

・80万円超
　→第5段階 78,000円

・80万円以下　→第1段階 35,100円

・80万円超～120万円以下
　　　　　　　→第2段階 58,500円

・120万円超　→第3段階 58,500円

本人が
市町村民税を
課税されている

世帯内に
市町村民税を
課税されている
人がいる

はい

いいえ
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介護予防・日常生活支援
総合事業を利用ください。

介護予防・生活支援サービス事業の主な内容

八代市地域包括支援センター一覧

総
合
事
業
の
種
類

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
流
れ

　
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
人
や
、
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
生
活
機
能
の
低
下
が
見

ら
れ
た
人
（
事
業
対
象
者
）
が
利
用
で
き
る
「
介

護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
、
65
歳

以
上
の
全
て
の
人
が
利
用
で
き
る
「
一
般
介
護
予

防
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

①
自
立
に
向
け
た
目
標
の
達
成
に
取
り
組
ん
で
い

け
る
よ
う
、
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の
が

適
切
な
の
か
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
本

問合せ　長寿支援課  ☎33-4436

人
や
家
族
の
希
望
、
生
活
機
能
の
状
態
を
踏
ま

え
、
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

②
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
受
け

な
が
ら
自
立
し
た
生
活
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
介
護
予
防
事
業
（
や
つ
し
ろ
元
気

体
操
教
室
、
集
い
の
広
場
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
）

な
ど
も
利
用
し
、
地
域
の
活
動
に
も
参
加
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

③
目
標
が
達
成
さ
れ
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
か
ら
の
卒
業
と
な
り
ま
す
。
再
び
困
り

ご
と
が
生
じ
た
場
合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

週1回程度

週2回程度

週2回を超える

月2回

週1回

週2回

月1～2回
※3～6ヵ月の
　短期間

週1回程度

週2回程度

週1回

週2回以内

週1回

週2回以内

週1回（全16回）
 

要支援1・2

要支援2

要支援1・2

要支援1・2

要支援2

事業対象者
要支援1・2

要支援1 

要支援2 

事業対象者
要支援1・2

要支援2

事業対象者
要支援1・2

要支援2

事業対象者
要支援1・2

 

※居宅において、ホームヘルパーにより、入浴・排
せつ・食事などの身体介護、掃除・買い物など
の生活援助を行うもの

介護予防訪問介護相当サービス

※居宅において、ホームヘルパーにより、掃除・洗
濯・買い物などの生活援助を行うもの

えぷろんケアサービス

※歯科衛生士がご自宅等を訪問し、口腔・食事
に関する指導助言などを行うもの

口腔機能改善教室

※施設に通い、入浴・排せつ・食事などの日常生
活上の支援と機能訓練を行うもの

介護予防通所介護相当サービス

※施設に通い、運動、レクリエーション活動を通し
ての機能訓練を行うもの

お達者クラブ

※施設に通い、リハ専門職によるプログラムのもと
機能訓練を行うもの

元気アップチャレンジ教室

※各専門職による運動、栄養、口腔プログラムを
取り入れた複合型教室

元気が出る学校

サービス

名　　　称 所在地 電話番号 担当地区

利用頻度 利用対象者

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

通
所
型
サ
ー
ビ
ス

第１地域包括支援センター（ふるさと）

第２地域包括支援センター（やまびこ）

第３地域包括支援センター（だいち）

第４地域包括支援センター（しおかぜ）

第５地域包括支援センター（くまがわ）

第６地域包括支援センター（おれんじ）

鏡町内田742-2

上日置町2345

井揚町3100

郡築一番町180-1

植柳上町683-1

日奈久塩南町146-7

53-2601 
30-8071 
45-5568 
37-3337 
35-1111 
38-3373 

鏡・東陽・泉

太田郷・昭和・龍峯・千丁

松高・八千把

代陽・八代・麦島・郡築

植柳・高田・金剛・宮地

日奈久・二見・坂本

　総合事業の利用については、お住まいの地区を担当
する地域包括支援センター、または長寿支援課へ相談
ください。

高齢者の介護予防と日常生活の自立を支援します。
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■
健
診
で
生
活
習
慣
病
を

　
　
　
　
　
早
期
発
見
し
よ
う

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
が
増
え
続
け
て
い
ま

す
。

　
過
剰
に
蓄
積
さ
れ
た
内

臓
脂
肪
は
糖
尿
病
、
高
血

圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
共
通
す

る
原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
健
診
結
果
か
ら
一

人
一
人
に
合
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
特
定
健
診
を
受
け
て
、
ぜ
ひ
生
活
習
慣

改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
は
八
代
市
保
健
セ

ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
平
成
31
年
度
に
巡
回
健
診
、

　
医
療
機
関
健
診
受
診
予
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ

　
巡
回
健
診
（
7
月
〜
9
月
実
施
予
定
）、
医
療
機

関
健
診
（
7
月
〜
翌
年
1
月
実
施
予
定
）
を
申
し

込
み
し
た
人
は
、
各
健
診
実
施
前
に
受
診
券
を
送

付
し
ま
す
。

　
受
付
時
間
は
受
診
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

■坂本・千丁・鏡・東陽・泉地域

平成31年度 複合健診日程

22
23
24
25
26
27
28
29
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

4

5

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

月 日 曜 会　場

千丁コミュニティ
センター

千丁コミュニティセンター

東陽地域
福祉保健センター

千丁コミュニティセンター

泉地域福祉センター
さわやか荘

坂本コミュニティ
センター

鏡保健センター

鏡保健センター

■八代地域

18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
1
2
3
4
5
6
7
9
10
11
12
13
14

4

5

6

木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
土
日
月
火
水
木
金
日
月
火
水
木
金

月 日 曜 会　場
やつしろ
ハーモニーホール

やつしろ
ハーモニーホール

やつしろ
ハーモニーホール

やつしろ
ハーモニーホール

やつしろ
ハーモニーホール

やつしろ
ハーモニーホール

やつしろ
ハーモニーホール

八代市保健センター

八代市保健センター

八代市保健センター

八代市保健センター

八代市保健センター

八代市保健センター

八代市保健センター

八代市保健センター
☎ 32-7200
鏡保健センター
☎ 52-5277

・健康づくり応援ポイント事業の
対象です

　特定健診は200ポイント、
がん検診は50ポイント獲得
できます。500ポイントから
応募でき、抽選で賞品が当
たります。

・1日で健診ができる
　複合健診は、特定健診やがん検診
など希望する健診が１日で受けられま
す。検査は午前中に終わります。

・少ない自己負担でＯＫ　
　健診費用の一部を市が助成してい
ます。がん検診は、国保加入者以外の
人も受診できます。

特定健診
 
後期高齢者健診

肺がん・結核検診

胃がん検診

大腸がん検診

腹部超音波健診

乳がん検診

子宮頸がん検診

歯周病検診
※日にち限定

健診の種類 対象者 自己
負担金

40歳～74歳の
八代市国保加入者

後期高齢者医療
加入者

40歳以上

40歳以上

40歳以上

40歳以上

40歳～49歳の女性

50歳以上の女性

20歳以上の女性

40歳～74歳

500円

800円

300円

1,400円

500円

1,100円

1,500円

1,100円

1,200円

900円

 

＜複合健診の対象者と自己負担金＞

受
け
よ
う
健
診
、始
め
よ
う
健
康
づ
く
り
問合せ

健診おすすめポイント
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ネーミングライツ初導入

八代市総合体育館の愛称が
八代トヨオカ地建アリーナ

に決定問合せ 企画政策課 ☎33-4104

ネーミングライツ・パートナー

事業者名 トヨオカ地建（海士江町）
愛称の使用期間 5 年間
（2019年4月1日～2024年3月31日）
契約金額 5 年間で 1,107 万円（税込）
愛称の使用期間中は、総合体育館の表記を
原則「八代トヨオカ地建アリーナ」とします。

ネーミングライツとは、自治体が所有する施設に愛称をつける権
利のことで、「命名権」とも呼ばれています。命名権を取得した民
間企業など（ネーミングライツ・パートナー）から、その対価とし
て命名権料を納めてもらい、自治体の新たな財源とする制度です。
この制度は全国的に導入が進んでおり、本市では初の導入となり

ます。ネーミングライツを総合体育館に導入することで、命名権料
をスポーツ振興の新たな財源として、総合体育館の施設機能向上や
スポーツ振興を目的とした事業に使用します。

●申込方法
納税通知書（軽自動車税除く）に同封してある「八
代市口座振替依頼書」に振替口座の番号など所定
の事項を記入し、通帳届出印を押印してから、取
扱金融機関に提出してください。
※八代市口座振替依頼書は、市内の金融機関にも
あります。

※ゆうちょ銀行には、専用の申込書（自動払込利
用申込書）があります。

表内の市税は口座振替を利用することができます。事前に口座に入金しておくことで納期限の日（土日・
祝日は翌営業日）に自動的に納付されます。

納付場所 八代市役所、各支所、各出張所、市内の各銀行、各信用金庫、労働金庫、信用組合、農業協同組合、沖縄県を除
く九州各県のゆうちょ銀行、コンビニエンスストア各店舗（対象店舗は納付書などに記載）

●手続きに必要なもの
納税通知書、通帳、通帳届出印、八代市口座振替依頼書

●口座振替を取り扱う金融機関
肥後銀行、西日本シティ銀行、長崎銀行、熊本銀行、南
日本銀行、熊本第一信用金庫、熊本中央信用金庫、熊本
県信用組合、九州労働金庫、八代地域農業協同組合、全
国のゆうちょ銀行

市税納期のお知らせ
－納期内に納付しましょう－ 問合せ 納税課 ☎33-4109

1 期
5/7
㈫

2期
5/31
㈮

3期
7/1
㈪

4期
7/31
㈬

5期
9/2
㈪

6期
9/30
㈪

7期
10/31
㈭

8期
12/2
㈪

9期
12/25
㈬

10期
1/31
㈮

11期
3/2
㈪

12期
3/31
㈫

全期
5/31
㈮

軽自動車税は毎年 4月 1日の所有者名義の人に課税されます。
廃車、譲渡、盗難などで車を所有しなくなった場合は、速やかに所定の手続きを済
ませましょう。（手続きをしないと、いつまでも所有者名義の人に課税されます。）

1期
5/31
㈮

2期
7/31
㈬

3期
12/2
㈪

4期
1/31
㈮

1期
7/1
㈪

2期
9/2
㈪

3期
10/31
㈭

4期
12/25
㈬

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市県民税
（普通徴収）

固定資産税

軽自動車税

国民健康保険税

2019年 2020 年

平成31年度

納税に便利な口座振替を利用しましょう
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植柳上町
日 奈 久
塩 南 町
横手本町

平山新町

氷 川 町
氷 川 町
豊原下町
古閑浜町
岡 町
鏡 町
鏡 町
氷 川 町
氷 川 町
豊原下町
萩原町1
萩原町1
海士江町

松 江 町

古閑浜町
日奈久東町

岡 町

横手新町
本 町 3

古閑中町

植柳元町
 
敷川内町
長 田 町

迎 町 2

通 町
松 江 町
本 町 1
日 置 町
古閑中町
横 手 町
花 園 町
植柳上町

大 村 町

高下西町
北の丸町
新 地 町
日 奈 久
中 西 町
大 村 町
塩 屋 町
若 草 町
萩原町2
古 城 町
永 碇 町
錦 町
大手町2
坂 本 町
坂 本 町
千 丁 町
千 丁 町
鏡 町

鏡 町

32-5000

38-1700

34-1872

35-2772

52-1860
62-3377
32-3258
30-8380
39-0059
52-8011
52-8787
62-2013
52-7811
32-3258
32-2524
32-5941
35-6780

37-8211

30-8380
38-0047

39-0059

35-5300
32-2344

62-8877

32-2218

38-0302
35-3715

33-2661

32-7158
33-0321
32-2014
31-5000
31-6000
33-3300
33-8885
32-4155

31-7622

35-2600
35-6111
32-4990

38-0068

32-8171
32-4993
35-8211
32-2414
33-4205
32-8008
33-5353
32-2755
45-2127
45-2323
46-0007
46-0027
52-0037

46-8110

くわはら小児科
しおさき内科・胃腸科
クリニック
むらたクリニック
持永外科内科胃腸科
医院
和田内科医院
上村整形外科医院
荒木医院
太田こどもクリニック
岡外科胃腸科医院
尾田内科医院
黒田耳鼻咽喉科医院
緒方内科医院
武内外科胃腸科医院
荒木医院
あらき整形外科医院
ありの内科呼吸器科
泉内科医院
いでアレルギー・呼吸器
クリニック
太田こどもクリニック
大塚医院
岡外科胃腸科医院
（午前中のみ）
織田胃腸外科
片岡レディスクリニック
くはら循環器内科・
くはら皮フ科

久原内科消化器科
クリニック
桑原医院
こだま小児科クリニック
後藤胃腸科肛門科
クリニック
桜十字八代病院
磧本胃腸科外科医院
高野整形外科
鶴田胃腸科内科
鶴田クリニック
中川外科医院
中村内科医院
橋本医院
浜田呼吸器科内科
クリニック
林整形外科医院
春野医院
ひらきクリニック
福田クリニック
産婦人科内科
平成病院
堀内眼科医院
右田クリニック
宮村医院
八代更生病院
八代中央クリニック
八代ハートクリニック
和田小児科医院
峯苫医院
高橋医院
宮城循環器内科
丸田医院
保田医院
よかと整形外科リウ
マチクリニック

東 陽 町
泉 町
氷 川 町
古閑浜町
日奈久東町
大手町1
横手新町
横手新町
本 町 3
敷川内町

大手町1

植柳上町

長 田 町

横 手 町

大 村 町

高下西町
新 地 町
若 草 町
萩原町2
古 城 町
永 碇 町
大手町２
坂 本 町
千 丁 町

千 丁 町

鏡 町
東 陽 町
泉 町
氷 川 町
氷 川 町
萩原町1
本 町 2
古閑浜町
日奈久東町
通 町
横手新町
横手新町
本 町 3

植柳元町

植柳上町
長 田 町

迎 町 ２

大 村 町
高下西町
豊原中町
日 置 町
古閑中町
植柳上町

大 村 町

高下西町
北の丸町
新 地 町
日 奈 久
中 西 町
花 園 町
袋 町
大 村 町

65-2121
67-3405
52-7811
30-8380
38-0047
32-2606
39-5665
35-5300
32-2344
38-0302

32-3405

32-5000

35-3715

33-3300

31-7622

35-2600
32-4990
35-8211
32-2414
33-4205
32-8008
32-2755
45-2127
46-0007

46-0027

52-1310
65-2121
67-2010
62-3377
62-2013
32-5941
33-1131
30-8380
38-0047
32-2239
39-5665
35-5300
32-2344

32-2218

32-5000
35-3715

33-2661

37-7200
32-4897
32-6000
31-5000
31-6000
32-4155

31-7622

35-2600
35-6111
32-4990

38-0068

33-2913
32-1222
32-8171

井上医院
下岳診療所
武内外科胃腸科医院
太田こどもクリニック
大塚医院
大手町クリニック
岡村医院
織田胃腸外科
片岡レディスクリニック
桑原医院
桑原産婦人科医院
（午前中のみ）
くわはら小児科
こだま小児科クリニック
（午前中のみ）

中川外科医院
（午前中のみ）

浜田呼吸器科内科
クリニック
林整形外科医院
ひらきクリニック
右田クリニック
宮村医院
八代更生病院
八代中央クリニック
和田小児科医院
峯苫医院
宮城循環器内科
丸田医院
（午前中のみ）
前田内科医院
井上医院
横田診療所
上村整形外科医院
緒方内科医院
ありの内科呼吸器科
うえの内科・胃腸内科
太田こどもクリニック
大塚医院
大平眼科医院
岡村医院
織田胃腸外科
片岡レディスクリニック
久原内科消化器科
クリニック
くわはら小児科
こだま小児科クリニック
後藤胃腸科肛門科
クリニック
髙田胃腸内科・内科
田渕整形外科医院
ちりふ内科
鶴田胃腸科内科
鶴田クリニック
橋本医院
浜田呼吸器科内科
クリニック
林整形外科医院
春野医院
ひらきクリニック
福田クリニック
産婦人科内科
ふくとみクリニック
ふくろ町クリニック
平成病院

竹 原 町

塩 屋 町
若 草 町
萩原町2
横手本町

平山新町

古 城 町
永 碇 町
大手町２
坂 本 町
坂 本 町
千 丁 町
千 丁 町
鏡 町
鏡 町
鏡 町
東 陽 町
泉 町
泉 町
海士江町
日奈久東町
長 田 町
本 町 1

大 村 町

高下西町
鏡 町
鏡 町
萩原町1
迎 町 1

大手町1

大 村 町

鏡 町

氷 川 町
西松江城町
横手本町
田中西町
千 丁 町
鏡 町
通 町
高下西町
豊原中町
花 園 町
高下西町

横手本町

海士江町
東 陽 町
泉 町
氷 川 町
氷 川 町

45-9120

32-4993
35-8211
32-2414
34-1872

35-2772

33-4205
32-8008
32-2755
45-2127
45-2323
46-0007
46-0027
52-0131
52-8011
52-1310
65-2121
67-2010
67-5151
35-6780
38-0047
35-3715
32-2014

31-7622

35-2600
52-8777
52-0330
32-2524
31-7200

32-3405

32-8171

52-0840

52-8091
32-3410
34-1872
39-3925
46-0007
52-1715
32-7158
32-4897
32-6000
33-8885
35-2600

34-1872

34-7911
65-2121
67-2010
62-8139
52-7811

放射線科・内科
まきたクリニック
（午前中のみ）
堀内眼科医院
右田クリニック
宮村医院
むらたクリニック
持永外科内科胃腸科
医院
八代更生病院
八代中央クリニック
和田小児科医院
峯苫医院
高橋医院（午前中のみ）
宮城循環器内科
丸田医院
松村眼科医院
尾田内科医院
前田内科医院
井上医院（午前中のみ）
横田診療所
椎原診療所
泉内科医院
大塚医院
こだま小児科クリニック
高野整形外科
浜田呼吸器科内科
クリニック（午前中のみ）
林整形外科医院
荒木皮ふ科医院
松本医院
あらき整形外科医院
大平小児科医院
桑原産婦人科医院
（午前中のみ）
平成病院
福田外科・整形外科
クリニック
伊藤医院
本田クリニック
むらたクリニック
もちながこどもクリニック
宮城循環器内科
稲毛整形外科医院
桜十字八代病院
田渕整形外科医院
ちりふ内科
中村内科医院
林整形外科医院
むらたクリニック
（午前中のみ）
八代敬仁病院
井上医院
横田診療所
ひかわ医院
武内外科胃腸科医院

ゴールデンウィーク（4/28～5/6）中の休日在宅医

診療時間
9：00-17：00

※異なる場合があります
ので各医療機関に問い
合わせください。

日 病 院 名 町 名 電話番号

4
月
28
日

4
月
29
日

4
月
30
日

4
月
30
日

日 病 院 名 町 名 電話番号

5
月
1
日

5
月
2
日

日 病 院 名 町 名 電話番号

5
月
2
日

5
月
3
日

5
月
4
日

5
月
5
日

5
月
6
日

※休日在宅医は、変更になる場合があります。
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の

体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

4
月
27
日
㈯
か
ら
5
月
6
日（
振
休
）ま
で
の
10
日

間
も
、体
育
施
設
を
利
用
で
き
ま
す
。

期
間
中
の
利
用
受
け
付
け
は
、※
八
代
ト
ヨ
オ
カ

地
建
ア
リ
ー
ナ
（
総
合
体
育
館
）
の
み
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
施
設
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
ま
で

に
事
前
受
け
付
け
が
必
要
で
す
。

事
前
受
け
付
け
が
必
要
な
施
設

千
丁
西
・
東
グ
ラ
ウ
ン
ド

鏡
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
鏡
武
道
館

北
新
地
グ
ラ
ウ
ン
ド

東
陽
運
動
公
園
・
河
俣
山
村
広
場

泉
運
動
広
場

百
済
来
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

夜
間
照
明
施
設

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
33
4
1
6
4

八
代
ト
ヨ
オ
カ
地
建
ア
リ
ー
ナ

（
八
代
市
体
育
協
会
）

☎
35
0
1
5
0

※
4
月
1
日
か
ら
総
合
体
育
館
は
「
八
代
ト
ヨ
オ
カ

地
建
ア
リ
ー
ナ
」
の
愛
称
に
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の

学
校
体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

4
月
27
日
㈯
か
ら
5
月
6
日
（
振
休
）
ま
で
の
10

日
間
も
、
学
校
体
育
施
設
を
利
用
で
き
ま
す
。
期
間

中
の
利
用
受
け
付
け
は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
貸
し
出
し
受
付
開
始
日
以
降
、
４
月
26
日
㈮
ま

で
に
事
前
受
け
付
け
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

教
育
政
策
課
☎
30
1
6
7
1

守
ろ
う
、
最
低
賃
金

熊
本
県
の
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
。

※
こ
の
最
低
賃
金
の
効
力
発

生
は
平
成
30
年
12
月
15

日
か
ら
で
す
。
ま
た
、適
用

範
囲
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

問
合
せ

熊
本
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室

☎
0
9
6
（
3
5
5
）
3
2
0
2

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
飛
散

防
止
の
お
願
い

風
で
飛
ん
だ
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が
線
路
の
架

線
に
引
っ
か
か
り
、列
車
の
運
行
に
支
障
が
出
ま
す
。

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
や
防
鳥
テ
ー
プ
な
ど
が
飛
散
し

な
い
よ
う
に
固
定
す
る
な
ど
飛
散
防
止
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
感
電
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
架

線
に
飛
来
物
を
見
つ
け
た
ら
、
J
R
九
州
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

新
幹
線
☎
0
9
2
（
6
2
4
）
3
8
9
2

在
来
線
☎
0
9
2
（
6
2
4
）
3
8
3
6

農
業
振
興
課
☎
33
8
7
5
1

 

 

お
知
ら
せ

八代市創業支援事業
補助金募集開始

本市産業の活性化を図ることを目的に、市内で創業・第二創業
する人に対し、八代市創業支援事業補助金を交付します。
対象者  ①今年度内に創業を行う個人
  ②創業から 2年を経過しない個人事業主
  ③今年度内に第二創業を行う法人
対象事業 次に掲げる要件のすべてを満たすもの。
  ①飲食業、サービス業または製造業であって、新たな

需要と雇用の創出ならびに市内経済の活性化に資す
ると認められるものであること。

  ②特定創業支援等事業により支援を受け、または受け
る予定である事業であること。

対象経費  ①事業所改修費用
  ②設備・備品購入などの費用
  ③販売促進費用
補助率・上限額 ①補助率 対象経費で認められる額の 2/3 以内
   ②上限額 20万円 / 件
申請締切 平成 32年 2月末（予定）
申請方法 商工政策課で配布または市ホームページに掲載してい

る申請書や事業計画書などに必要事項を記入し提出。
（郵送可）

申込み・問合せ 商工政策課 ☎33-8513

特定（産業別）最低賃金

電気機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

百貨店、総合スーパー

時間額産 業
807円

858円

765円
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交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

交
通
ル
ー
ル
に
不
慣
れ
な
新
入
園
児
・
新
入
学
児

が
多
い
時
期
で
す
。
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

1
信
号
や
一
時
停
止
を
守
る
な
ど
の
基
本
的
な
交

通
ル
ー
ル
を
守
る
。

2
相
手
が
自
分
に
気
付
い
て
い
る
「
だ
ろ
う
」
と

い
う
自
分
に
都
合
の
良
い
予
測
を
し
な
い
。

3
停
車
中
の
車
の
陰
か
ら
飛
び
出
さ
な
い
。

4
飛
び
出
し
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
危
険
を
予

測
し
、
安
全
な
速
度
で
運
転
す
る
。

問
合
せ

市
民
活
動
政
策
課
☎
33
4
4
8
2

八
代
警
察
署
☎
33
0
1
1
0

緑
の
募
金
の
お
願
い

緑
の
募
金
は
、
森
林
の
整
備
や
環
境
緑
化
を
推
進

す
る
た
め
に
緑
の
募
金
運
動
と
し
て
毎
年
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間

4
月
1
日
㈪
〜
5
月
31
日
㈮

問
合
せ

八
代
市
み
ど
り
推
進
協
議
会

（
水
産
林
務
課
内
）

☎
33
4
1
1
9

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
の
一
部
を
公
費
負
担
す

る
定
期
接
種
を
行
い
ま
す

平
成
31
年
度
の
接
種
対
象
者

本
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
本
人
が
接
種
を
希
望
す

る
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人
。（
過
去
に
こ
の
予

防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
）

①
平
成
31
年
度
末
（
平
成
32
年
3
月
31
日
）
に
下

表
の
年
齢
に
な
る
人

※
平
成
26
年
度
に
未
接
種
の
人
に
予
診
票
と
、
予
防

接
種
に
つ
い
て
の
案
内
を
、
4
月
中
に
住
所
地

へ
郵
送
し
ま
す
。

②
60
歳
か
ら
64
歳
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の

機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
や
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活

が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
が
あ
る

人
（
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
相
当
）

接
種
期
間

4
月
1
日
〜
平
成
32
年
3
月
31
日

接
種
回
数

1
回

自
己
負
担
額

2
4
5
0
円
〜 

※
対
象
者
に
該
当
し
な
い
人
、
定
期
接
種
の
接
種
期

間
外
に
接
種
す
る
人
は
、
任
意
接
種
（
全
額
自

己
負
担
）
で
す
。
任
意
接
種
の
場
合
は
医
療
機

関
に
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
32
7
2
0
0

鏡
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
52
5
2
7
7

平成31年度末の年齢 誕 生 日
65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

101歳以上

昭和29年 4月 2日生～ 30年 4月 1日生

昭和24年 4月 2日生～ 25年 4月 1日生

昭和19年 4月 2日生～ 20年 4月 1日生

昭和14年 4月 2日生～ 15年 4月 1日生

昭和 9年 4月 2日生～ 10年 4月 1日生

昭和 4年 4月 2日生～ 5年 4月 1日生

大正13年 4月 2日生～ 14年 4月 1日生

大正 8年 4月 2日生～ 9年 4月 1日生

大正 8年 4月 1日以前の生まれ

問合せ 企画政策課 ☎33-4104

地域づくりの健全な発展を図ることを目的とした
コミュニティ助成事業により、平成30年12月に郡築
二番町自治公民館が整備されました。
公民館では、町内会をはじめ、老人会、婦人会な
どさまざまな団体が活用し、郡築二番町のさらなる
活性化が期待されます。
この事業は宝くじ社会貢献
広報事業費を財源として自治
総合センターが助成し、地域
のコミュニティ活動を応援す
るものです。

コミュニティ助成事業で
郡築二番町に自治公民館が完成
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月 m o n 火 t u e 水 w e d 木 t h u 金 f r i 土 s a t日 s u n
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20
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4月 市民カレンダー

※休日在宅医は、変更になる場合があります。

八代市医師会 ☎34-7001  八代郡医師会 ☎62-2212

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝日の10：00～16：00

★ 休日歯科診療　☎31-8020

4月30日㈫・5月2日㈭　受付時間  8：15～11：00
★ 熊本労災病院 ＧＷ期間中の開院日（通常診療）
4月30日㈫・5月2日㈭　受付時間  8：30～11：00

★ 熊本総合病院 ＧＷ期間中の開院日（通常診療）

4月30日㈫・5月2日㈭　受付時間  8：30～11：00
 　　　　　　　　　　　　　 　 13：00～15：00

★ 八代北部地域医療センター ＧＷ期間中の開院日（通常診療）

休日在宅当番医
診療時間 9:00～ 17:00

火 災 情 報 今月の納税情報

ゴールデンウィーク期間中の
　エコエイトやつしろの開設日と
　　　　　　ごみの収集について

 人口と世帯

各種乳幼児健診はすべて13:00開始です。

確認ください♪

日 病院名 町名 電話番号

7
　
日

14
　
日

21
　
日

八代広域消防本部10：00～12：30 
中九州短期大学 14：15～16：00 

イオン八代
10：00～11：30  12：40～16：00

□献　血

□献　血

□献　血
□献　血

□献　血

横手新町
萩 原 町 1
日奈久東町
坂 本 町
千 丁 町
鏡 町
日奈久塩北町
海士江町
日 置 町
鏡 町
氷 川 町
海士江町
日 置 町
萩 原 町 1
千 丁 町
氷 川 町

《問合せ》
　環境センター管理課（エコエイトやつしろ内）☎32-4675
　各支所の市民サービス係

納期限　5月７日㈫
国民健康保険税 １期
　

納付場所
本庁仮設庁舎、各支所、各出張所、市内の各銀行、
各信用金庫、信用組合、労働金庫、農業協同組合、
九州管内のゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）、
コンビニエンスストア各店舗

● 火災救急件数
　　（2月分月計）
　 火　災　　　  4 件
　 救　急　  537 件    
● 火災情報ダイヤル
　 ☎0180（999）194
　 http://www.yatsushiro-fd.com/

● 2月末日現在

旧八代市・坂本町の人は　 ◇八代市保健センター(八代保）☎32-7200
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は ◆鏡 保 健 セ ン タ ー（鏡　保）☎52-5277 

対象：生後1歳に達するまでBCG
対象：生後3月～90月に達するまで四種混合

対象：生後12月～36月に達するまで　水痘

対象：11歳以上13歳未満二種混合

対象：1期　生後6月～90月に達するまで
　　　2期　9歳以上13歳未満

日本脳炎

対象：生後2月～60月に達するまでヒブ感染症
対象：生後1歳に達するまでB型肝炎

定 期 予 防 接 種

対象：1期　生後12月～24月に達するまで
　　　2期　小学校就学前１年間

麻しん風しん
混合（MR）

対象：生後2月～60月に達するまで小 児 の
肺炎球菌

対象：小学6年生～高校1年生相当
（現在、積極的にはお勧めしていません。
　詳しくは市ホームページを確認ください）

子宮頸がん
（女性のみ）

（平成7年4月2日～19年4月1日生まれで
20歳未満の人、平成19年4月2日～21年
10月1日生まれで第2期の年齢にある人
は、特例措置の対象となります。詳しくは
問い合わせください）

ご相談ください

こども発達相談

精 神 保 健 相 談

こころの健康相談

急病のときは
● 夜間急病
八代市夜間急患センター☎31-6999を利用ください。
（平山新町、国道3号沿い、中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
診療時間：月曜から土曜の19：00～22：00　
★小児科は、日曜も診療を行います。 
5月連休中（3日、4日、5日を除く）
小児科は夜間救急センターで対応します。

● 子ども医療電話相談
急病の場合は 短縮番号＃8000 番を利用ください。
ダイヤル回線、IP電話、光電話の場合は、
☎ 096（364）9999です。
受付時間　〇平　日：19：00 ～翌朝 8：00
　　　　　〇土曜日：15：00 ～翌朝 8：00
　　　　　〇日祝日： 8：00 ～翌朝 8：00 

　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、落ち
着きがないなど）のある人は、相談ください。必要に
応じて、心理相談員が相談に応じます。

４月11日㈭　9：00～12：00（鏡保健センター）
      22日㈪ 13：30～16：30（八代市保健センター）
要予約：鏡保健センター☎52-5277

要予約：八代保健所☎33-3229

八代市保健センター　☎32-7200 
鏡 保 健 セ ン タ ー　☎52-5277

問合せ　納税課 ☎ 33-4109

八代市保健センター　☎32-7200
鏡 保 健 セ ン タ ー　☎52-5277

人　口   127,871 人
　　男　　　59,424 人
　　女　　　68,447 人
　世帯数  　 56,232 戸 ※市税の納付は、安心便利な口座振替を利用ください。

《問合せ》

熊本県女性相談センター
☎096（381）4340
月～土（除祝日）
9：00 ～ 20：00

妊娠と心の相談
思いがけない妊娠で
悩んだら相談ください。

出産養育についての相談
子どもの出産・養育に不安の
ある人は相談ください。
平日8:30 ～17:15
熊本県中央児童相談所
☎096（381）5010
八代児童相談所
☎32-4426
いずれも月～金（除祝日）

延長窓口  17:15～19:00

延長窓口  17:15～19:00

延長窓口  17:15～19:00

延長窓口  17:15～19:00

母子個別健康相談（要予約）
9：30～12：00

＜八代保・鏡保健センター＞

＜八代保・鏡保健センター＞

成人個別健康相談（要予約）
13：00～16：00

◇３歳児健診（八代保）
H27.11/28～12/6生

◇４カ月児健診（八代保）
H30.11/28～12/9生

◆7カ月児健診（鏡保）
H30.8/6～9/11生

◇３歳児健診（八代保）
H27.11/17～11/27生

不妊に関する相談
不妊に関する悩みなどがある
人は、気軽に相談ください。
熊本県女性相談センター
☎096（381）4340
電話相談：月～土（除祝日）
9：00 ～ 20：00
来所（面接）相談：第4金曜日
14：00～16：00（要予約）

◆４カ月児健診（鏡保）
H30.11/18～12/15生

◇７カ月児健診（八代保）
H30.8/25～9/1生

◇７カ月児健診（八代保）
H30.9/2～9/13生

◇７カ月児健診（八代保）
H30.8/11～8/24生

毎月17日は減塩の日

◇離乳食教室 10：00～11：30
対象:1回食の乳児とその保護者
（要予約：八代保☎32-7200）

◇母子健康手帳交付
受付　9：45～10：00
＜八代市保健センター＞

◇母子健康手帳交付
受付　9：45～10：00
＜八代市保健センター＞

◆3歳児健診（鏡保）
H27.10/12～11/26生

◇１歳6カ月児健診（八代保）
H29.9/3～9/13生

◇１歳6カ月児健診（八代保）
H29.9/14～9/25生

◇１歳6カ月児健診（八代保）
H29.8/21～9/2生

◇４カ月児健診（八代保）
H30.11/19～11/27生

毎月19日は食育の日

毎月11日
は人権を確かめ合う日

◇２歳児歯科健診（八代保）
H29.1/6～1/20生

ゆめタウン八代
10：00～11：30  12：40～16：00

ゆめタウン八代13：45～16：00
松木産業
10：00～12：00 13：10～16：00

毎月第１日曜日は
「やつしろ健康の日」
　多接にて
　　増える笑顔に
　　　　　増す元気

♥妊婦さんへ思いやりを
右下のマタニティマークを
つけている人は、妊婦さ
んです。
「電車などで席を譲る」
「タバコは控える」など、
思いやりある
心遣いをお願
いします。 

本庁仮設庁舎の窓口延長について
延長時間　毎週木曜日　午後5時15分～7時　※祝日・年末年始を除く
対応窓口　市民課 ☎33-4110、こども未来課 ☎33-8721、
国保ねんきん課 ☎33-4113、市民税課 ☎33-4107、納税課 ☎33-4109
消費生活センター ☎33-4162 ※業務内容については各課へ問い合わせください。

35-5300
32-5941
38-0047
45-2323
46-0007
52-0840
38-3700
35-6780
31-5000
52-1715
62-8139
35-3125
31-5757
35-3100
46-0027
52-7811

織田胃腸外科
ありの内科呼吸器科（小児も可）
大　塚　医　院
高　橋　医　院
宮城循環器内科
福田外科整形外科クリニック
伊達整形外科医院
泉内科医院（小児も可）
鶴田胃腸科内科
稲毛整形外科医院
ひ か わ 医 院
長谷川整形外科医院
日置町クリニック
丸　田　病　院
丸　田　医　院
武内外科胃腸科医院

資源物・粗大ごみ
日曜特別開設（有料）

8：30～11：30

（エコエイトやつしろ☎32-4675）

（エコエイトやつしろ☎32-4675）

可燃ごみ
資源物・粗大ごみ
特別開設（有料）

8：30～11：30、13：００～１６：30

毎週木曜は窓口延長実施中
市民課・こども未来課・国保ねんきん課・
市民税課・納税課・消費生活センター
19：00まで

昭和の日 国民の休日

「燃えるごみ」の収集
・月・木収集地区、泉町下岳地区は5月2日㈭のみ収集。
・火・金収集地区、泉町柿迫、南川内地区は4月30日㈫のみ収集。
・水・土収集地区、泉町栗木地区は５月４日㈯のみ収集。
・五家荘・板木・保田地区の収集はありません。
「資源の日」の収集
・泉町の五家荘・板木・保口地区は4月28日㈰に収集。
・その他の地区は資源の日の収集はありません。
・振替などの有無は「ごみ収集カレンダー」で確認ください。

※10連休における各医療機関などの対応状況は
　P13に記載しています。
　県内の対応状況は市ホームページを確認ください。

《開設日》　
4月27日㈯ 午前8時30分～11時30分
4月30日㈫ 午前8時30分～11時30分、午後１時～4時30分
　※料金は10Ｋｇあたり100円です。（別途手数料がかかるものがあります）

◇母子健康手帳交付
受付　9：45～10：00
＜八代市保健センター＞

◇母子健康手帳交付
受付　9：45～10：00
＜八代市保健センター＞

◆母子健康手帳交付
受付　9：45～10：00
＜鏡保健センター＞

◆母子健康手帳交付
受付　9：45～10：00
＜鏡保健センター＞

母子個別健康相談（要予約）
9：30～12：00

＜八代保・鏡保健センター＞

＜八代保・鏡保健センター＞

成人個別健康相談（要予約）
13：00～16：00

＜八代保・鏡保健センター＞

成人個別健康相談（要予約）
13：00～16：00

＜八代保・鏡保健センター＞

成人個別健康相談（要予約）
13：00～16：00

17:00～19:00 要予約
八代保健所 ☎33-3229

夜間エイズ無料検査

13:30～16:00 要予約
八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜エイズ無料検査実施

◇２歳児歯科健診（八代保）
H28.12/16～H29.1/5生

資源の日に出すことのできる
資源物22品目
粗大ごみ（木製家具、カーペット、
毛布、布団）

可燃ごみ・資源物・粗大ごみなど、
平日同様に受け入れます。

問合せ　健康福祉政策課　☎３３－４６８２
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固
定
資
産
税
の
縦
覧

固
定
資
産
税
の
縦
覧
は
、
納
税
者
が
縦
覧
帳
簿

（
土
地
価
格
・
家
屋
価
格
な
ど
）
を
縦
覧
し
、
他
の

土
地
や
家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）
と
比
較
し
て
、
自

己
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

※
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
名
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。（
縦
覧
帳
簿
記
載
事
項
以
外
の
課
税
内
容
の
閲

覧
は
物
件
の
所
有
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。）

※
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
申
告
課
税
の
た
め
、
縦
覧

制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

縦
覧
で
き
る
人

市
内
に
所
在
す
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
固
定
資
産

税
の
納
税
者
、
納
税
者
の
代
理
人
、
納
税
管
理
人

※
次
に
該
当
す
る
場
合
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

①
本
市
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

②
資
産
を
所
有
し
て
い
て
も
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
な
い
場
合
（
免
税
点
未
満
な
ど
）

③
制
度
の
趣
旨
以
外
の
目
的
で
縦
覧
す
る
場
合

縦
覧
に
必
要
な
も
の

・
納
税
者
本
人

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
ま
た
は
、
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書

・
納
税
者
の
代
理
人

委
任
状
、
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
納
税
管
理
人

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
、
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書

縦
覧
場
所

・
資
産
税
課

市
内
に
所
在
す
る
す
べ
て
の
土
地
・
家
屋

・
各
支
所
地
域
振
興
課
（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）

博物館展示案内【4月】
【特別展示室】
★杉英行・岸部孝子二人展

～モッコスとおどっぱす～（貸会場）
★第7回嘯風会アート作品展（貸会場）
★春季特別展覧会
佐賀県立九州陶磁文化館所蔵名品展
「肥前陶磁の美～百花繚乱のやきもの散歩～」

4/2㈫～7㈰

4/9㈫～14㈰
4/19㈮～6/2㈰

★八代焼 八代焼と図案帳
★写真家麦島勝の世界Ⅰ
★古文書を読むⅠ 釈迦院の古文書
★信仰のかたちⅠ 釈迦院の歴史と仏神像
★金工 超絶技巧！釘谷洞石の技と美
★八代の古代遺跡Ⅰ 弥生から古墳時代
★民俗 妙見祭笠鉾のヒミツ
★和紙 さまざまな和紙の用途
★八代城 瓦からわかる麦島城・八代城
★民俗 米作りの道具

お米はどうやってできるの？

4/2㈫～8/4㈰
4/2㈫～6/23㈰
4/2㈫～6/16㈰
4/2㈫～8/4㈰
4/2㈫～7/28㈰
4/2㈫～7/28㈰
4/2㈫～8/4㈰
4/2㈫～5/12㈰
通年
通年

【第1常設展示室】

★所蔵名品展 西山宗因の世界
～自筆作品一挙公開～

★春季特別展覧会 第二会場

4/2㈫～14㈰

4/19㈮～6/2㈰

【第2常設展示室】

開館時間
観 覧 料

休 館 日

問 合 せ
博物館ホームページ

午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
4/14㈰まで
《常設展料金》一般300円（240円）、高大生200円（160円）
4/19㈮から
《特別展料金》一般600円（480円）、高大生400円（320円）
※いずれも中学生以下は無料
※（ ）内は20人以上の団体料金
4/1㈪、8㈪、15㈪～18㈭は春季特別展覧会
準備のため休館、22㈪
市立博物館☎34-5555

http://www.city.yatsushiro kumamoto.jp/museum/

↖

各
支
所
管
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋

縦
覧
期
間

4
月
1
日
㈪
〜
5
月
31
日
㈮

問
合
せ

資
産
税
課
☎
33
4
1
0
8

各
支
所
地
域
振
興
課

（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
閲
覧
、

課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
は
納
税
義
務
者
が
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
、自
己
資
産
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

閲
覧
・
交
付
で
き
る
人

納
税
義
務
者
本
人
、
借
地
人
・
借
家
人
、
賦
課
期

日
後
に
固
定
資
産
を
取
得
し
た
人
、
固
定
資
産
の
処

分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
管
財
人
な
ど
、
ま
た
そ
れ

ら
の
代
理
人

閲
覧
・
交
付
に
必
要
な
も
の

【
閲
覧
】

・
納
税
者
本
人

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
ま
た
は
、
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書

・
借
地
人
・
借
家
人

賃
貸
借
契
約
書

・
賦
課
期
日
後
に
取
得
し
た
人

登
記
済
証

※
代
理
人
の
場
合
は
併
せ
て
委
任
状
が
必
要
で

す
。

【
証
明
書
交
付
】

・
納
税
者
本
人

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
賦
課
期
日
後
に
取
得
し
た
人

登
記
済
証

※
代
理
人
の
場
合
は
併
せ
て
印
鑑
、
委
任
状
、

戸
籍
謄
本
な
ど
当
該
資
格
を
証
す
る
書
類
が

必
要
で
す
。
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閲
覧
・
交
付
場
所

【
閲
覧
】

資
産
税
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
（
鏡
支
所
は

市
民
環
境
課
）

【
証
明
書
交
付
】

市
民
税
課
、
市
民
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課

（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）

期
間
・
費
用

【
閲
覧
】

4
月
1
日
㈪
〜
5
月
31
日
㈮
・
無
料

【
証
明
書
交
付
】

通
年
・
1
枚
3
0
0
円

問
合
せ

【
閲
覧
】

資
産
税
課
☎
33
4
1
0
8

【
証
明
書
交
付
】

市
民
税
課
☎
33
4
1
0
7

市
民
課

☎
33
4
1
1
0

学
生
納
付
特
例
制
度

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
は
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て

い
る
場
合
な
ど
を
除
き
、
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民

年
金
の
保
険
料
は
、
年
齢
、
収
入
に
関
わ
ら
ず
一
律

の
金
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
平
成
31
年
度
の
保
険

料
は
月
額
１
万
6
4
1
0
円
）

学
生
で
あ
っ
て
も
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
は
、
在
学
期
間
中

の
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
（
10
年
以
上
）

に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。た

だ
し
、
特
例
期
間
の
保
険
料
は
10
年
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
追
納
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
満
額
の
年
金
額
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
特
例
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

１
年
間
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
毎
年
度
手
続
き
が
必

要
で
す
。

対
象
者

・
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど

に
在
学
す
る
人
（
夜
間
、
定
時
制
課
程
や
通
信

制
課
程
の
人
も
含
む
）

※
各
種
学
校
の
場
合
、
修
業
年
限
が
１
年
以
上

で
、
私
立
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
の
認

可
を
受
け
た
学
校
に
限
り
ま
す
。

・
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
基
準
額
を
超
え
な
い
人

※
基
準
額
の
詳
細
は
窓
口
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

１
年
金
手
帳
（
既
に
お
持
ち
の
場
合
）

２
「
学
生
証
」
の
写
し
（
有
効
期
限
が
裏
面
に
記

載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
裏
面
の
写
し
も
必
要
）

ま
た
は
「
在
学
証
明
書
」
の
原
本

３
認
め
印

４
身
分
証
明
書（
学
生
証
・
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）

※
代
理
の
場
合
は
代
理
人
の
も
の

問
合
せ

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
０
５

八
代
年
金
事
務
所
☎
33
６
１
４
３

組 織 再 編
簡素で効率的な組織を目指すととも
に、新たな行政課題に対応できる組織と
するため、市の組織の一部を変更します。

①資産経営課の新設
普通財産の積極的な活用、ファシリテ
ィマネジメントのさらなる推進を図る
ため、財務部内に「資産経営課」を新
設します。〔本庁仮設庁舎に新設〕

②イベント推進課の新設
経済文化交流部内のイベントの効率的
な事務執行体制を確保するとともに、
業務のアウトソーシングを推進するた
め、経済文化交流部内に「イベント推進
課」を新設します。〔TSビル（ 6 月から
くまナンステーション 2階に移転）〕

③環境施設整備推進室の新設
「斎場・し尿処理施設・最終処分場」
の建て替えを一体的・円滑に進めるた
め、環境課内に「環境施設整備推進室」
を新設します。〔環境課はエコエイト
やつしろに移転〕

④水産林務課林務係の名称の変更
森林環境譲与税の創設に伴う新制度の
執行体制を明らかにするとともに、森
林整備や林業振興などのさらなる推進
を図るため、水産林務課の「林務係」
を「森林環境整備係」に変更します。

⑤プレミアム付商品券事業推進室の設置
消費税率の引き上げの影響を緩和する
ことなどを目的としたプレミアム付商
品券事業を行うため、経済文化交流部
内に「プレミアム付商品券事業推進室」
を臨時的に設置します。〔本庁仮設庁
舎に新設〕

問合せ 人事課☎33-4102
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平
成
31
年
度

 

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

飼
い
主
は
、
飼
い
犬
に
年
1
回
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

実
施
期
間

4
月
8
日
㈪
〜
25
日
㈭

※
旧
八
代
市
内
、
各
支
所
管
内
に
よ
っ
て
日
程
が
異

な
り
ま
す
。

実
施
日
時
・
場
所

既
に
登
録
し
て
い
る
人
に
は
、
3
月
下
旬
に
問
診

票
と
一
緒
に
日
程
表
を
送
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
人

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
、
ま
た
は
環
境
課
ま

で
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
射
料
金

3
1
0
0
円
（
注
射
済
票
交
付
手
数
料

5
0
0
円
含
む
）

※
新
た
に
犬
を
登
録
す
る
場
合
は
別
途
3
0
0
0
円

が
必
要
で
す
。

そ
の
他

・
犬
の
体
調
が
悪
い
と
き
は
注
射
を
受
け
さ
せ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

・
事
故
が
生
じ
な
い
よ
う
必
ず
犬
を
制
御
で
き
る

人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
集
合
注
射
の
日
程
で
都
合
が
悪
い
場
合
、
動
物

病
院
で
も
予
防
注
射
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
環
境
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課
☎
34
4
1
1
4

コ
ン
ビ
二
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
停
止

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
、
住
民

票
・
印
鑑
証
明
書
な
ど
の
証
明
書
の
取
得
が
で
き
る
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
、
改
元
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
作
業
の
た
め
一
時
利
用
停
止
と
な
り
ま

す
。
利
用
停
止
日
は
窓
口
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
停
止
日

4
月
23
日
㈫ 

終
日

問
合
せ

市
民
課
☎
33
4
1
1
0

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
を 

 

利
用
く
だ
さ
い

10
月
1
日
予
定
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
時
は
、
軽

減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
、
税
率
8
％
と
10
％
、
双

方
の
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
対
応

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
軽
減
税
率

に
対
応
す
る
た
め
の
レ
ジ
や
受
発
注
シ
ス
テ
ム
、
請

求
書
の
発
行
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
改
修
・
導
入
に
対

す
る
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
早
め
の
対
応
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

☎
0
1
2
0
（
3
9
8
）
1
1
1

 http://kzt-hojo.jp

応
援
し
ま
す 

下
水
道
接
続
工
事

対
象
区
域

八
代
市
公
共
下
水
道
処
理
区
域

対
象
工
事

く
み
取
り
便
所
や
浄
化
槽
を
廃
し
て
公

共
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
工
事

助
成
金
の
交
付
対
象
者

・
処
理
区
域
内
の
建
築
物
の
所
有
者
ま
た
は
そ
の

同
意
を
得
た
使
用
者
で
あ
る
こ
と

・
市
税
、
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
（
分

担
金
を
含
む
）
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
猶
予
ま
た

は
減
免
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
八
代
市
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
と

利
子
補
給
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

助
成
金
額

・
く
み
取
り
便
所
か
ら
の
改
造
工
事

8
万
円

・
単
独
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事

4
万
円

・
合
併
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事

（
浄
化
槽
設
置
時
に
補
助
金
を
受
給
し
な
か
っ

た
人
）
3
万
円

（
浄
化
槽
設
置
時
に
補
助
金
を
受
給
し
た
人
）

2
万
円

※
改
造
工
事
額
が
助
成
額
を
下
回
る
場
合
は
、
そ

の
改
造
工
事
額
と
し
ま
す
。

申
請
方
法

工
事
に
着
工
す
る
前
に
八
代
市
排
水
設

備
指
定
工
事
店
を
通
し
て
申
請

申
請
・
問
合
せ

下
水
道
総
務
課
☎
33
4
1
4
7

申込み 来館または、電話（仮予約）で申し込みください。
費 用 各クラブごと受講料が異なります。詳しくは問い合わせください。

（教材費は別途必要です）

問合せ フレンドリーやつしろ（働く婦人の家）☎35-6460

曜日 講座名 活動週 募集人数時間
10:00～12:00
19:00～21:00
10:00～12:00

受講料（6カ月）
4,800円
4,800円
4,800円

季節の料理
アレンジフラワー
手縫い服作り

火
水
金

10
3
5

第2・4
第1・3
第1・4

平成31年度 フレンドリーやつしろフレンドリーやつしろ
主催講座・自主クラブ受講生追加募集

●主催講座

曜日 講座名 活動週 募集人数時間
14:00～16:00日本画入門火 3第2・4

●自主クラブ
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指
定
寄
附
金
制
度
の
期
間
延
長

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
建
物
な
ど
の
復

旧
の
た
め
に
宗
教
法
人
が
募
集
す
る
寄
附
金
で
、
所

轄
庁
の
確
認
を
受
け
た
も
の
は
、
寄
附
者
が
税
制
上

の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
度
、
本
制
度
の
期
間
が
1
年
延
長
さ
れ
、
所

轄
庁
の
確
認
期
限
が
12
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
し

た
。
利
用
を
検
討
す
る
場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

県
私
学
振
興
課

☎
0
9
6
（
3
3
3
）
2
0
6
2

茶
道
や
着
付
け
な
ど
を
学
び
ま

せ
ん
か

八
代
市
ま
ち
の
先
生
派
遣
事
業

次
世
代
を
担
う
若
者
に
、
伝
統
文
化
や
近
代
文
化

に
触
れ
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
知
識
や
技
能
を
も
つ
市
文

化
協
会
会
員
を
ま
ち
の
先
生
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

対

象

未
就
学
児
（
年
中
児
以
上
）
〜
大
学
生
、

ま
た
は
そ
れ
ら
の
年
齢
に
該
当
す
る
5
人

以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

内

容

短
歌
・
茶
道
・
華
道
・
日
本
舞
踊
・
フ

ラ
ダ
ン
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
な
ど

費

用

講
師
謝
礼
・
交
通
費
不
要

実
施
期
間

6
月
1
日
㈯
〜
翌
年
2
月
29
日
㈯

申
込
期
間

4
月
10
日
㈬
〜
25
日
㈭
必
着

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
1
講
座
あ
た
り
の
派
遣

回
数
を
調
整
し
ま
す
。

そ
の
他

詳
し
く
は
市
文
化
協
会
事
務
所
（
文
化
振
興
課
）

に
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

文
化
振
興
課
☎
33
4
5
3
3

サンライフ八代

趣味や個性を伸ばして豊かな健康生活や生きがいづくりをしませんか。

※詳細は各講座異なります。見学のうえ、申し込みください。

講座名 時 間週曜日
第1・3・4

第2・4

第1・3

第1・2・3・4

第1・2・3・4

第2・4

10:00～12:00

10:00～12:00

10:00～12:00

10:00～12:00

10:00～12:00

10:00～12:00

フラダンス

マジック水曜日
（中級）

絵画

社交ダンス（中級）

社交ダンス（初級）

マジック金曜日
（初級）

内 容
月

水

木

金

笑顔で楽しく踊りませ
んか
プロのマジシャンが本
格的なマジックを基本
から教えます
水彩・パステルなど、
楽しく描いてみません
か（初心者歓迎）
皆さんと楽しく踊りま
せんか
リズムと歩き方の基本
から（初心者歓迎）
プロのマジシャンが本
格的なマジックを基本
から教えます（初心者
歓迎）

●申込み 4月2日㈫午前9時からサンライフ八代事務局へ費用を添え

て申し込みください。（電話申込不可）

問合せ サンライフ八代 ☎32-7171

講座名 と き 定員 費 用

20人

20人 500円

4/24㈬～9/25㈬
第4水曜日
全6回

13:30～15:30

4/25㈭
13:30～15:30

準備物

月に1回、頭の体操
パソコン活用講座
（初心者向き）

自分でできるツボ
マッサージ講座
全身のツボの押し
方とコツ、簡単体操

パソコン（パソコ
ンは、ウィンドウ
ズ 7、8、10の人
に限ります）

動きやすい服装
とバスタオル

月500円
（毎月徴収）
※申込日に
テキスト代
1,000円徴
収します

自主講座生募集自主講座生募集

短期講座生募集短期講座生募集
 

講
演
・
講
座
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お
で
か
け
公
民
館
講
座

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
に
や
さ
し
い

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座
①

自
然
素
材
で
作
る
夏
の
必
需
品

〜
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
と
か
ゆ
み

を
和
ら
げ
る
ス
プ
レ
ー
〜

と

き

5
月
25
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

太
田
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対

象

16
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
人

※
妊
娠
中
の
人
は
精
油
の
性
質
上
、
受
講
で
き
ま
せ

ん
。

定

員

15
人

費

用

1
0
0
0
円
／
人
（
容
器
代
2
個
含
む
）

講

師

西
坂

禎
二 

氏

（
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
込
み

は
が
き
、F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で
①「
ア
ロ
マ
講

座
希
望
」②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）④
年
齢
⑤
性

別
⑥
電
話
番
号
を
記
入
し
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
電
話
で
の
申
し

込
み
不
可

申
込
締
切

5
月
10
日
㈮
必
着

申
込
み
・
問
合
せ

〒
8
6
9－

4
7
0
3

千
丁
町
新
牟
田
1
4
3
3

生
涯
学
習
課

☎
30
1
1
1
0

FAX 

30
1
1
2
0

Mail syogai@
city.yatsushiro.lg.jp

小
型
船
舶
海
上
安
全
講
習
会

と

き

4
月
12
日
㈮

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内

容

海
上
交
通
関
係
法
令
、
船
舶
免
許
更
新
制

度
、
船
舶
検
査
な
ど
に
つ
い
て

費

用

無
料

※
当
日
受
付

問
合
せ

県
小
型
船
舶
海
上
安
全
協
会
八
代
支
部

☎
33
1
2
0
1

国
際
港
湾
振
興
課
☎
33
8
7
7
7

災
害
時
協
力
事
業
所
の
募
集

災
害
時
協
力
事
業
所
登
録
制
度
と
は
災
害
発
生
時

に
お
い
て
、
個
別
の
事
業
所
な
ど
が
保
有
す
る
能
力

（
資
機
材
、
人
材
、
物
資
な
ど
）
を
地
域
の
重
要
な

防
災
力
と
考
え
、
八
代
市
災
害
時
協
力
事
業
所
登
録

制
度
を
構
築
し
、
登
録
し
た
事
業
所
の
自
主
的
な
協

力
活
動
に
よ
り
、
迅
速
な
被
災
者
救
援
・
救
護
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

災
害
時
に
期
待
す
る
活
動

自
己
に
お
い
て
災
害
を
認
識
し
た
と
き
、
市
か
ら

の
災
害
情
報
の
提
供
を
受
け
た
と
き
、
自
主
防
災
組

織
・
町
内
会
・
市
民
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、

自
己
の
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
自
発
的
な
救
援

活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
具
体
的
協
力
事
例
）

平
常
時
の
活
動

市
民
へ
の
防
災
意
識
の
啓
発
の
た
め
に
可
能
な
範

囲
の
協
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
防
災
ポ
ス
タ
ー

掲
示
、
防
災
講
演
会
や
防
災
研
修
の
参
加
な
ど
）

経
費
の
負
担

事
業
所
負
担

活
動
時
の
負
傷
な
ど
に
関
す
る
補
償

市
か
ら
の
補
償
な
し

対
象
と
な
る
事
業
所

市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
務
所
な
ど
を
有
し
、
市

内
に
活
動
拠
点
を
置
く
団
体
（
N
P
O
法
人
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
含
む
）
で
法
人
格
の
有
無
、本
店
・

支
店
・
営
業
所
な
ど
の
形
態
を
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た

個
人
商
店
は
対
象
で
す
が
、
個
人
は
対
象
外
で
す
。

登
録
事
業
所
と
し
て
の
周
知

登
録
事
業
所
は
、
市
か
ら
登
録
の
証
と
し
て
「
八

代
市
災
害
時
協
力
事
業
所
登
録
証
」
を
交
付
す
る
の

で
、わ
か
り
や
す
い
場
所
に
掲
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
事
業
所
名
の
公
表

災
害
時
協
力
事
業
所
と
し
て
登
録
し
た
事
業
所
の

名
称
、
所
在
地
、
電
話
番
号
、
活
動
内
容
は
原
則
と

し
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

登
録
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
八
代
市
災
害
時
協
力

事
業
所
登
録
制
度
要
綱
」
を
確
認
し
、
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
危
機
管

理
課
に
送
付
く
だ
さ
い
。※
随
時
登
録
受
け
付
け
中

問
合
せ

危
機
管
理
課

☎
33
4
1
1
2

FAX 

35
2
0
0
9

Mail kikikanri@
city.yatsushiro.lg.jp

津
波
・
水
害
避
難
ビ
ル
の
募
集

本
市
で
は
津
波
・
水
害
避
難
ビ
ル
な
ど
の
指
定
施

設
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

指
定
対
象
地
域
内
に
次
の
①
〜
③
の
要
件
を
満
た

す
構
造
物
を
所
有
、
管
理
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
法

 

 

募

集

項 目 内 容

人的援助

物品援助

避難所などの
提 供

資機材などの
支 援

負傷者の搬送、救出・
救助活動、避難所での
活動など

食料品・飲料水・衣類・
日用品の支援

避難所となる施設の提
供、仮設トイレの提供

建設重機・車両などの
提供、発電機の提供

↖
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人
で
、
無
償
で
津
波
・
水
害
避
難
ビ
ル
と
し
て
の
指

定
に
協
力
で
き
る
人
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
3
階
以
上
（
2
階
屋
上
を
含
む
）
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
（
R
C
）
ま
た
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
（
S
R
C
）
で
あ
る
こ
と
。

②
新
耐
震
基
準
（
昭
和
56
年
6
月
1
日
以
降
の
建
築

基
準
法
に
お
け
る
耐
震
基
準
）
を
満
た
す
も
の

で
あ
る
こ
と
。

③
3
階
以
上
（
2
階
屋
上
を
含
む
）
の
階
に
一
時
避

難
が
可
能
な
場
所
を
有
す
る
こ
と
。

問
合
せ

危
機
管
理
課
☎
33
4
1
1
2

第
31
回
熊
本
県

 

シ
ル
バ
ー
作
品
展
作
品
募
集

出
品
部
門

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、
書
、
彫
刻
、

工
芸

出
品
資
格

60
歳
以
上
で
県
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア

（
平
成
32
年
4
月
1
日
時
）

1
人
1
点
ま
で

出
品
料

1
0
0
0
円

テ
ー
マ

特
に
定
め
な
し

募
集
期
間

4
月
1
日
㈪
〜
6
月
28
日
㈮

申
込
方
法

本
庁
仮
設
庁
舎
ま
た
は
各
支
所
に
置
い

て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
申
し
込
み

そ
の
他

各
部
門
の
金
賞
・
銀
賞
作
品
は
「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
2
0
2
0
」
に
出
品
予
定

作
品
展
示
期
間

8
月
20
日
㈫
〜
25
日
㈰

作
品
展
示
場
所

熊
本
県
立
美
術
館
分
館

問
合
せ

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
0
9
6
（
3
5
4
）
3
0
8
3

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

 

整
備
事
業
者
の
募
集

本
市
で
は
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
整
備
を
行
う
事

業
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
・
整
備
圏
域
・
整
備
数

①
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
９
人
以
下
）

整
備
圏
域

圏
域
４

（
代
陽
・
八
代
・
麦
島
・
郡
築
）

整
備
数

１
箇
所

②
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
29
人
以
内
）

整
備
圏
域

圏
域
３
（
松
高
・
八
千
把
）

整
備
数

１
箇
所

応
募
要
件
・
提
出
書
類
・
質
問
方
法
な
ど

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

※
書
類
内
容
に
関
す
る
電
話
質
問
は
受
付
不
可

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

事
前
審
査
受
付

４
月
５
日
㈮
〜
19
日
㈮

本
申
請
受
付

４
月
26
日
㈮
ま
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

５
月
17
日
㈮

問
合
せ

長
寿
支
援
課
☎
33
４
１
４
５

古閑中町宅地（保留地）分譲中
八代都市計画事業八千把地区土地区画整理事業

■問合せ 都市整備課
八千把地区土地区画整理事務所

  ☎30-0822

③③

②②

①①

先着順にて随時販売してい
ます。

 ※同一週内に応募者が重複し
た場合は、抽選となります。

随時販売受付中

【用途区域】
第１種住居地域／第２種中高層専用住宅地

（建ぺい率 60％容積率 200％）
【校 区】
八千把小・八代四中（北部幹線東側）、特
別地区（北部幹線西側）、（一部区域は松高小・
八代一中も可※要問合せ）
【上水道・下水道 本管整備済】
敷地内引き込み工事が別途必要（自己負担）

【区画道路幅員】
６ｍ～８m（電力など供給のため敷地内に
電柱が必要となる場合あり）

番 号 土地面積 価 格

①保12-1 852㎡（約258坪） 22,345,000円

②保 44-2 1,026㎡（約310坪） 26,853,000円

③保 74-1 476㎡（約 144坪） 12,097,000円
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潮
干
狩
り
一
般
開
放

と

き

4
月
17
日
㈬
〜

と
こ
ろ

鏡
町
北
新
地
海
岸

入
場
料

1
0
0
0
円
／
人

※
1
人
3
㎏
ま
で

※
詳
細
は
漁
協
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

鏡
町
漁
協

☎
53
9
1
2
1

水
産
林
務
課
☎
33
4
1
1
9

さ
か
も
と
八
竜
天
文
台
イ
ベ
ン
ト

月
を
撮
影
し
て
み
よ
う

と

き

4
月
12
日
㈮
〜
14
日
㈰

午
後
7
時
30
分
〜
10
時

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
観
望
会

と

き

4
月
27
日
㈯
〜
5
月
6
日
（
振
休
）

午
後
1
時
〜
10
時

と
こ
ろ

さ
か
も
と
八
竜
天
文
台

休
館
日

火
・
水
曜
日

入
館
料

大
人
3
0
0
円
、

小
学
生
〜
高
校
生
1
5
0
円
、
幼
児
無
料

開
館
時
間

午
後
1
時
〜
10
時

（
入
館
は
午
後
9
時

30
分
ま
で
）

問
合
せ

さ
か
も
と
八
竜
天
文
台

☎
45
3
4
5
3

赤
星
公
園
ぼ
た
ん
祭
り

と

き

4
月
18
日
㈭

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時
（
予
定
）

と
こ
ろ

赤
星
公
園
（
水
竹
居
の
館
・
赤
星
公
園
資

料
館
・
六
角
堂
）

内

容

文
政
商
栄
会
に
よ
る
ぜ
ん
ざ
い
や
赤
飯
の

振
る
舞
い
（
数
に
限
り
あ
り
）
、
赤
星
公

園
オ
カ
リ
ナ
組
の
演
奏
会
な
ど

問
合
せ

鏡
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
☎
52
7
8
4
1

 

 

4月 26日㈮ クイーン・エリザベス 9.1万 t8:00～17:00

※入出港予定は、天候、運航スケジュールなどの事情により、変更す
ることがあります。詳しくは県、市ホームページを確認ください。

※寄港当日は、寄港岸壁より少し離れたところに見学会場を設けま
すが、会場にはイオン八代、ゆめタウン八代からのシャトルバス
のみでの入場です。詳しくは折り込みちらしで確認ください。

※八代外港地区では、一般車両（バイク、自動車を含む）や歩行者の
通行規制が実施されます。

※寄港当日は、渋滞が発生する恐れがあります。

問合せ 国際港湾振興課☎33-8777

入出港予定 船 名 総トン数

八代港クルーズ客船寄港予定表（4月）八代港クルーズ客船寄港予定表（4月）

八代舟出浮き
江戸時代にお殿様の舟遊びとして始まったと言わ
れている八代舟出浮きは、漁師さんと漁船に乗り込
み、八代海の伝統漁法を間近で見学したあと、無人
島（黒島・三ツ島）に上陸し、新鮮な海の幸を存分
に味わう海のレジャーです。
期 間 4 月～ 11月 ※八代舟出浮き 海開き（4月 15日㈪ 9:00～）

※上記料金は税別です
※1週間前までに予約が必要
※お土産は魚介類 1人 2匹程度
※飲み物は各自用意ください
※季節によって漁法や料理内容が異なります
予約・問合せ 八代市観光物産案内所 ☎35-6627

通常プラン
（お土産あり）

乗組人数
1人
2人
3人
4人
5人
6人
7人
8人
9人
10人
11人

大人

1～5人（小学生以下も含む）
35,000 円

お土産なしプラン
（6人以上利用可）

31,500 円
36,000 円
40,500 円
45,000 円
49,500 円
54,000 円

40,000 円
45,000 円
50,000 円
55,000 円
60,000 円
65,000 円

八代舟出浮き

ゴールデンウィーク
キャンペーン

●と き
4 月 20日㈯～ 5月 12日㈰
●内 容
期間中乗船者に数量限定で「や
つしろ舟出浮き特別割引券、
W チャンスでやつしろ舟出浮
き特別割引券を利用した人の
中から抽選で10組20人に「や
つしろ全国花火競技大会ペア
チケット」をプレゼント

4月から
はじまりますイ

ベ
ン
ト
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雁
俣
山
の
カ
タ
ク
リ
散
策
体
験

を
満
喫
し
よ
う

と

き

4
月
21
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

集
合
場
所

二
本
杉
広
場

行

程

二
本
杉
広
場
↓
ビ
エ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
↓
雁

俣
山
登
山
（
カ
タ
ク
リ
見
学
↓
昼
食
各
自

↓
葉
木
の
湧
き
水
く
み
取
り
↓
解
散

※
天
候
な
ど
で
内
容
が
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

定

員

15
人
（
先
着
順
、
催
行
最
少
人
数
5
人
）

費

用

5
0
0
円
（
ガ
イ
ド
代
・
保
険
料
込
）

申
込
期
限

４
月
15
日
㈪

問
合
せ
・
申
込
み

泉
町
観
光
協
会

（
泉
支
所
地
域
振
興
課
内
）

☎
67
2
1
1
1

厚
生
会
館
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ー
ル
麦
島

と

き

4
月
26
日
㈭

午
後
2
時
開
演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ

厚
生
会
館

内

容

美
空
ひ
ば
り
の
曲
を
女
声
合
唱
で
歌
う

料

金

無
料

問
合
せ

厚
生
会
館
☎
32
3
1
9
0

や
つ
し
ろ
子
ど
も
支
援
相
談
室

子
ど
も
た
ち
の
心

配
事
や
、
子
育
て
の

不
安
や
悩
み
な
ど
、

ど
な
た
で
も
相
談
く

だ
さ
い
。

電
話
で
の
相
談

☎
30
1
6
6
9

（
相
談
専
用
電
話
）

（
月
〜
金
曜
日 

午
後
1
時
〜
5
時
）

メ
ー
ル
で
の
相
談

Mail kodom
o-sien@

yatsushiro.jp

問
合
せ

教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
30
1
6
6
7

燃えるごみ収集量
エコエイトやつしろ（八代市環境センター）における

問合せ 循環社会推進課 ☎34-1997

エコエイトやつしろ（八代市環境センター）で受け入れた
本市全域の燃えるごみの収集量を比較しています。
昨年に比べ燃えるごみ量が増加していますので、引き続き
皆さんのごみ減量化への協力をお願いします。

429 g

487 g

58 g

1,714 t

1,929 t

215 t

H30 年 1 月

H31 年 1 月

比 較

期 間 燃えるごみの収集量 1人1日当たりの燃えるごみの量

佐敷諏訪神社例大祭芦北町

と き 4 月 21日㈰ 受付 午前 6時～ 8時
競技 午前 6時 30分～正午

ところ 不知火干拓貯水池（氷川町若洲）
受付場所 JAやつしろ西部カントリー駐車場
内 容 愛好家・初心者・ジュニア・ファミリー・カップ

ルの 5部門に分かれて、釣り上げたヘラブナの重量
を競います。参加賞として「和鹿島いちご」をプレゼ
ント。

費 用 大人（高校生以上）1,000 円
子ども（中学生以下）500 円

問合せ 氷川町ヘラブナ釣り大会実行委員会事務局
☎62-2315

と き 4 月 27日㈯～ 28日㈰
ところ 佐敷諏訪神社境内
内 容 27日㈯ 御神輿巡行

28日㈰ 九州高校選抜相撲選手権大会、
 赤ちゃん土俵入り

※赤ちゃん土俵入りは当日まで受け付け可能
（参加料：1万3000 円）

問合せ 芦北町商工観光課 ☎0966(82)2511
芦北町商工会 ☎0966(82)2548

九州ヘラブナ釣り大会 in 氷川氷川町

人口減少が進むなか、本市では氷川町、芦北町と定住自
立圏を形成し、連携して住民サービスの向上を図ることに
より、定住促進に取り組んでいます。

八代市・氷川町・芦北町定住自立圏イベント情報

 

相

談
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▶ 1日㈪ 9:40ひので保育園 10:15金剛コミュニティセンター 10:45ま心苑
▶ 3日㈬ 9:40麦島コミュニティセンター 10:15植柳コミュニティセンター 10:45偕老苑
▶ 5日㈮ 9:40流藻川団地 10:05すずらん苑 10:40きぼうの里たいよう
▶ 9日㈫ 9:40総合体育館 10:10東中洲公園 10:40あさひ園
▶ 15日㈪ 13:15日奈久小 14:00日奈久コミュニティセンター 14:30保寿寮
▶ 17日㈬ 13:25二見小 14:10二見コミュニティセンター 14:55光嶺保育園
▶ 22日㈪ 13:15昭和小 14:00郡築12番八協連 14:35井揚団地
▶ 25日㈭ 13:15東陽小 14:05河俣山村広場 14:40東陽せせらぎ

▶ 2日㈫ 9:40高島団地 10:10築添団地 10:45八代中央クリニック
▶ 4日㈭ 9:40竹原県職住宅 10:10日本製紙太田郷社宅 10:40日本製紙日置社宅
▶ 8日㈪ 9:40JR西宮アパート 10:10市立病院 10:40老人ホーム楽寿
▶ 10日㈬ 9:40鏡しらぬい保育園 10:15鏡体育館 10:45古閑出JA倉庫
▶ 16日㈫ 13:15郡築小 14:05八千把コミュニティセンター 14:30海士江西村ビル
▶ 18日㈭ 13:15龍峯小 13:55如見商店前 14:25中次団地
▶ 23日㈫ 13:15八竜小 14:10JA坂本 14:50グリーンパーク
▶ 26日㈮ 13:20泉小中 14:00泉支所 14:30泉運動広場

図 書 館 催し物案内（4月） 午前 9時 30分～午後 8時（土日・祝日午後 7時）

えいごdeおはなし会

おひざにだっこのおはなし会

0・1・2歳児向けおはなし会

幼児・小学生向けおはなし会

大人のためのおはなし会

図書館シネマ

おはなしバイキング

おはなしバイキングデラックス

図書館講座「やってみよう読み聞かせ」

えいごであそぼう

あかちゃん向けおはなし会
（赤ちゃん広場）

幼児・小学生向けおはなし会

スペシャルおはなし会

あかちゃん向けおはなし会
（おはなしぴよぴよ）

幼児・小学生向けおはなし会

どんかちゃんおはなし会

どんかちゃんスペシャルおはなし会

図書館講座「わたしの時間」

6日㈯午前11時30分～

9日㈫午前11時～

11日㈭午前11時～

6・13・20・27日㈯午後3時～

1日㈪午後2時～3時

14日㈰午後2時～

7・14・21日㈰午前11時～

28日㈰午前11時～

21日㈰午前10時～

7日㈰午後2時～3時

15日㈪午前10時30分～

22日㈪午後2時30分～

6・13日㈯午後2時～

20日㈯午後2時～

27日㈯午後2時～3時

5・19日㈮午前11時～

7日㈰ 13・27日㈯午後2時～

6日㈯午前11時～

20日㈯午前11時～

21日㈰午前10時30分～

語り手:マザーグース

赤ちゃん向けおはなし会

語り手:子羊文庫

語り手:萌の会

上映「マダム・イン・ニューヨーク」

監督:ガウリ・シンデ―

2012年/インド（134分）

絵本の読み聞かせなど

絵本の読み聞かせなど

講師:八代市立図書館長

絵本の読み聞かせや手遊び、ゲームなど
講師:外国語指導助手（ALT）

語り手:いないいないばぁの会

絵本の読み聞かせなど

語り手:山猫軒

絵本の読み聞かせや工作など

絵本の読み聞かせや手遊びなど

語り手:ぐるんぱ

絵本の読み聞かせなど

絵本の読み聞かせなど

折り紙で作る兜 対象:一般 先着5人

図
書
館
本
館

行 事 と き 内 容

せ
ん
ち
ょ
う
分
館

か
が
み
分
館

施設点検日、開館前、閉館後の本の返却は 返却ポストへお願いします。

【施設点検休館日】 図書館本館：24日㈬ せんちょう分館：9日㈫ かがみ分館：24日㈬

※図書資料の返却を忘れずに  図書の貸出期間は、借りた日を含めて１５日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をお願いします。
問合せ 図書館本館☎32-3385 せんちょう分館☎46-1901 かがみ分館☎52-5567

移
動
図
書
館
巡
回
日
時
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伝言板伝言板伝言板伝言板
伝言板は、八代市内の団体・サークル・グ
ループ・愛好会などが、非営利（宗教・政治・
営業以外）で行う活動などの情報を掲載す
るコーナーです。仲間募集やイベント告知な
どに利用ください。内容に関する問い合わ
せは、直接情報提供者へ。
★6月号の掲載申込期間は、4/1㈪～17㈬
です。

◎八代亜紀絵画コンクール作品募集
テーマ／自分たちの住んでいるまち
画材／水彩、パス、クレヨン、鉛筆など

（小学生～高校生）
　　　水彩画、油絵、日本画（一般）
大きさ／画用紙B3（小学生～高校生）

10号まで（一般）
表彰／八代亜紀大賞1人、八代亜紀賞

10人程度、入選150人
　　　応募者全員に参加賞贈呈
展示／5月10日㈮～13日㈪
展示場所／やつしろハーモニーホール
対象／八代市郡の小学生～高校生、一般
提出締切／4月12日㈮
問合せ／八代亜紀と共に明日の八代をつくる会
　　　　☎32-6191

◎バレーボールクラブ団員募集
日時／①毎週月曜、土曜日
　　　②隔週水曜日　③隔週木曜日
場所／①有佐小学校　②宮地小学校
　　　③文政小学校
内容／バレーボールの基礎練習から総

合練習
対象／小学1年～6年生
定員／22人
費用／3,000円（入会金）、3,000円（月額）
その他／イチゴ狩りやそうめん流し、

夏合宿、クリスマス会などの
イベントあり

問合せ／深田☎090（3417)5141

◎ソフトテニス会員募集
日時／毎週金曜日　午後7時～9時
場所／市テニスコート
対象／初級者
費用／1,000円（月額）
その他／健康目的のため、試合参加なし
問合せ／小屋野☎090（2500）9392

◎八代軽音クラブ会員募集
日時／毎月定期（詳しい日時は問い合

わせください）
場所／松高コミュニティセンター、高田

コミュニティセンター、太田郷コ
ミュニティセンター、東陽コミュ
ニティセンター

内容／ハーモニカ、オカリナ、マンドリ
ン、ギターや珍しい楽器を演奏

定員／10人
費用／500円（1回）
その他／楽器購入要相談、ボランティ

ア活動自由参加
問合せ／鈴木☎32-5855

◎第８回｢嘯風会｣作品展
日時／4月9日㈫～14日㈰
　　　午前9時～午後5時
　　　（最終日は午後4時まで）
場所／博物館
内容／絵画教室（6教室）の受講生を中心

とした絵画、立体造形などを展示
費用／無料
問合せ／尾野松☎090（6426）5540

◎第24回球磨川センチュリーライド
日時／4月7日㈰　午前9時～
場所／球磨川河川緑地
内容／球磨川河川緑地をスタート・ゴー

ルとした、球磨村までの球磨川沿
いをサイクリングする大会

対象／小学生以上
定員／300人
問合せ／熊本県サイクリング協会
　　　　岩永☎096（352）3878

◎八代史談会研修講演会
　｢明治から150年間の八代｣
日時／4月14日㈰　午後3時10分
場所／やつしろハーモニーホール
内容／明治維新から現在までどのように

発展したのか知っているようで、よ
く知らない八代を学ぶ

定員／120人程度（先着順）
費用／200円（資料代）
問合せ／八代史談会
　　　　原岡☎090（2688）2441

◎やつしろ茶話の会
　ボランティア募集と事前研修会
日時／4月17日㈬　午後1時30分～3時
場所／TMCキャリアアップスクール
内容／松浜軒での抹茶接待や着物の

着付けなどのボランティア活
動の事前研修

定員／20人
費用／無料
問合せ／やつしろ茶話の会ボランティア

研修会事務局　
　　　　真木☎34-3939

◎秀岳館高校開校講座陶芸教室
日時／4月18日㈭～7月18日㈭
　　　毎週木曜日　午後4時～5時
場所／秀岳館高校
対象／中学生以上
定員／25人
費用／6,000円（3カ月分）
問合せ／同校陶芸教室係
　　　　☎33-5134　FAX33-5135

◎植物観察会
日時／4月21日㈰　午前9時～正午
集合場所／市立図書館本館横駐車場
内容／松井神社や八代城跡を歩きなが

ら植物を観察し特徴などについ
て解説する

費用／無料（申込不要）
その他／歩きやすい服装と靴、筆記用具

と飲み物持参。小雨決行
問合せ／八代植物友の会
　　　　原岡☎090（2688）2441

◎古地図でやつしろ探訪
日時／4月21日㈰　午前9時～正午
集合場所／本庁仮設庁舎駐車場
コース／八代城欄干橋～北ノ丸～光圓寺

梵鐘～光徳寺～加藤正方碑
～聖パウロ修道女会修道院など

定員／20人
費用／500円（保険代・古地図資料代）
その他／歩きやすい服装と靴で参加く

ださい。駐車場は熊本総合
病院大駐車場を使用ください

問合せ／宮崎☎080（5207）4756
　　　　Mail:henninger-21@rose.plala.or.jp

◎平成最後のパノラマウォーキング
日時／4月21日㈰
　　　午前10時～午後0時30分
集合場所／球磨川河川緑地
内容／球磨川河川緑地内3㎞、遥拝神

社周辺6㎞を歩く
定員／150人程度
費用／1,000円（大人）、500円（中学生

以下）、200円（未就学児）
その他／ノルディックポールウォーキングス

ティック、車いすあり
問合せ／松村☎090（2854）5744
　　　　村上☎090（9584）6652

◎個性の強い子どもの褒め方伸ばし方
日時／4月21日㈰ 午前10時～11時30分
場所／Power English
定員／20人
費用／200円（ドリンク付き）
問合せ／Gマザー学級
　　　　伊藤☎31-5196
　　　　LINEID：powerenglishjp

◎平成31年度｢不動産鑑定評価の日｣
　不動産無料相談会
日時／4月26日㈮　午前10時～午後3時
場所／本庁仮設庁舎
費用／無料
内容／不動産鑑定士による土地評価、

その他不動産に関する相談
問合せ／熊本県不動産鑑定士協会
　　　　☎096（385）5020

◎八代工業高等学校渓烽会
　全科合同同窓会
日時／4月27日㈯　午後6時～
場所／セレクトロイヤル八代
費用／5,000円
申込期間／4月12日㈮まで
問合せ／Facebook：熊本県立八代工

業高等学校同窓会（渓烽会）
　　　　Mail:keihoukai1944@yahoo.co.jp
　　　　☎090（9589）0532（午後5時まで）
　　　　卒業年、科、氏名、電話番号を知

らせてください

◎音声訳(朗読)ボランティア養成講座
日時／5月13日㈪～7月22日㈪
　　　毎週月曜日（祝日除く）
　　　午前10時～正午
場所／市総合福祉センター
内容／音声訳に必要な基礎技術の習得
対象／修了後｢萌の会｣で活動できる人
費用／無料
問合せ／市社会福祉協議会☎62-8228
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Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
Town
   opics

夢に向かって頑張って
豊かな心をはぐくむための講演会

歴史あるひな人形が勢ぞろい
やつしろのお雛祭り

会場に響きわたる歌声
NHKのど自慢

男女共同参画をめざして
いっそＤＥフェスタ2019

地域の農地と農業を守る
｢農事組合法人平和｣設立

泉のユズを使ったアイスクリーム
新商品｢柚子の泉｣アイス発売

▲真剣に聞き入る児童たち▲ 華やかなひな人形に見入る親子▲チャンピオントロフィーの授与

▲高校生による男女共同参画についての劇▲農事組合法人平和設立総会に出席した皆さん▲おいしくできました
　

2
月
17
日
、
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
い
っ

そ
Ｄ
Ｅ
フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、落
語
家
の
春
風
亭
鹿
の
子
さ
ん
が「
笑

顔
が
も
た
ら
す
私
ら
し
い
働
き
方
と
生
活
～
落
語
で
伝

え
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
～
」
と
題
し
て
講

演
。
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
つ
い
て
自
身
の
体
験
を

話
し
、
笑
顔
と
感
謝
の
言
葉
が
け
の
大
切
さ
を
伝
え
ま

し
た
。
後
半
に
は
古
典
落
語
や
踊
り
の
披
露
も
あ
り
、

会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
生
か
ら
見
た
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

の
劇
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
品
の
販
売
、
親
子
で
楽
し
む
忍

者
修
行
な
ど
が
あ
り
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

本
市
の
南
西
部
に
位
置
し
、
八
代
海
に
接
す
る
平
和

地
区
で
、
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
発
展
し
て
い
く

た
め
「
農
事
組
合
法
人
平
和
」
が
設
立
さ
れ
、
2
月
20

日
、
構
成
員
農
家
と
関
係
者
約
30
人
が
集
ま
り
、
ホ
テ

ル
大
黒
屋
で
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
地
区
は
地
域
で
集
落
営
農
組
織
を
立
ち
上
げ
、
農

地
を
集
積
す
る
こ
と
で
地
域
農
業
の
存
続
・
発
展
を
図

る
「
農
地
集
積
加
速
化
事
業
」
の
重
点
地
区
に
平
成
25

年
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
ら
は
「
小
さ
な
一
歩
が
10
年
後
に
は
大
き
な

一
歩
に
な
る
よ
う
、
一
致
団
結
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　

2
月
20
日
、
食
品
計
画
の
岩
﨑
直
顧
問
と
九
州
産
業

大
学
の
米
満
宗
明
教
授
、
森
み
ゆ
き
さ
ん
、
有
吉
京
香

さ
ん
が
市
役
所
鏡
支
所
を
訪
れ
、
産
学
官
連
携
で
開
発

に
取
り
組
ん
だ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム｢

柚
子
の
泉｣

の
発

売
を
中
村
博
生
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

今
回
新
た
に
発
売
さ
れ
る
商
品
は
、
泉
町
産
の
完
熟

し
た
黄
ユ
ズ
と
香
り
の
強
い
青
ユ
ズ
を
丸
ご
と
使
っ
た

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
す
。
レ
シ
ピ
を
開
発
し
た
森
さ
ん

は｢

ユ
ズ
の
味
を
出
す
配
合
が
難
し
か
っ
た
が
、
納
得

の
い
く
商
品
に
な
っ
た｣

、
カ
ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ン
を
担

当
し
た
有
吉
さ
ん
は｢

商
品
の
顔
な
の
で
目
立
つ
よ
う

に
し
た｣

と
柚
子
の
泉
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
、
植
柳
小
学
校
で
「
豊
か
な
心
を
育
む
た

め
の
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
中
尾
有
紗
さ
ん
が
「
夢

へ
の
挑
戦
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
尾
さ
ん
は
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
の
三
段
跳

び
で
優
勝
経
験
の
あ
る
選
手
で
し
た
が
、
事
故
に
よ
り

車
い
す
で
の
生
活
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
、
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
し

続
け
て
い
ま
す
。
講
演
の
中
で
中
尾
さ
ん
が｢

人
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
て
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い｣

と
話
す
と
、
児
童
を
代
表
し
て
平
松
尊
さ
ん

（
５
年
）
と
竹
下
陽
菜
さ
ん
（
５
年
）
は｢

家
族
や
友

達
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い｣

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

2
月
9
日
、
第
17
回
城
下
町
「
や
つ
し
ろ
」
の
お
雛

祭
り
と
第
10
回
ひ
な
ぐ
雛
祭
り
が
開
幕
し
ま
し
た
。
各

会
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
な
人
形
や
ひ
な
道
具
が
展
示

さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
本
町
2
丁
目
ア
ー
ケ
ー
ド
で
第
17
回
城
下

町
「
や
つ
し
ろ
」
の
お
雛
祭
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
行

わ
れ
、
八
代
白
百
合
学
園
高
等
学
校
箏
曲
部
の
演
奏
や

夕
葉
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
太
鼓
の
披
露
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
日
奈
久
温
泉
街
一
帯
で
行
わ
れ
た
第
10
回

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
で
は
、
日
奈
久
に
舞
い
降
り
た
日
奈
久

か
ぐ
や
姫
を
迎
え
る
「
雛
迎
え
の
儀
」
が
あ
り
、
行
列

が
市
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

2
月
10
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
が
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
多
く
の
人
が
出
場
者
の
歌
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
20
組
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
る
と
、
観
客
ら

は
大
き
な
拍
手
と
笑
顔
で
迎
え
、
出
場
者
に
エ
ー
ル
を

送
り
、
歌
唱
中
は
手
作
り
の
う
ち
わ
や
横
断
幕
で
応
援

し
ま
し
た
。

　

歌
手
で
あ
る
絢
香
さ
ん
の
曲
「
三
日
月
」
を
歌
い
優

勝
し
た
緒
方
麻
由
子
さ
ん
は
、｢

お
父
さ
ん
に
届
け
よ

う
と
思
っ
て
一
心
不
乱
に
歌
い
ま
し
た｣

と
話
し
、
ゲ

ス
ト
の
八
代
亜
紀
さ
ん
、
鳥
羽
一
郎
さ
ん
と
共
に
喜
び

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
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市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

遠隔授業で楽しく英語を学ぶ
泉小学校・泉第八小学校で本市初の試み

欧州の生活様式を学びおもてなし
外国人おもてなしセミナー

八代の歴史と石造り文化
めざそう日本遺産講演会

▲同時に英語の授業を受ける泉小学校と泉第八
小学校（テレビ画面）の児童

▲おもてなしを学ぶ参加者

▲各石橋の特徴について話す上塚前館長
　

3
月
2
日
、
セ
レ
ク
ト
ロ
イ
ヤ
ル
八
代
で
め
ざ
そ
う

日
本
遺
産
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、「
日
本
最
高
峰
の
石
工
た
ち
が
残
し
た

石
造
り
の
レ
ガ
シ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
遺
産
の
認
定

を
目
指
し
、
文
化
庁
に
申
請
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
市
立
博
物
館
の
鳥
津
亮
二
学
芸
員
が
八

代
地
域
の
歴
史
の
特
徴
を
話
し
、
東
陽
石
匠
館
の
上
塚

尚
孝
前
館
長
が
石
橋
の
魅
力
と
石
工
の
技
術
の
高
さ
を

説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
「
八
代
の
歴
史
が
育
ん

だ
石
造
り
の
文
化
が
日
本
の
近
代
化
に
影
響
を
与
え
た

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
素
晴
ら
し
い
」「
ぜ
ひ
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

2
月
27
日
、
泉
小
学
校
と
泉
第
八
小
学
校
で
遠
隔
授

業
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
遠
隔
授
業
が
行
わ
れ
、
両
校

の
6
年
生
が
テ
レ
ビ
画
面
を
と
お
し
て
英
語
の
授
業
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
両
校
の
交
流
学
習
と
小
中
一
貫
・

連
携
教
育
を
推
進
す
る
た
め
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
本

市
で
は
初
の
試
み
で
す
。
泉
小
学
校
か
ら
約
40 

km
離
れ

た
泉
第
八
小
学
校
ま
で
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
つ

な
ぎ
、
双
方
向
型
の
授
業
が
始
ま
る
と
、
児
童
は
お
互

い
を
テ
レ
ビ
画
面
で
確
認
し
な
が
ら
、
先
生
か
ら
出
さ

れ
る
問
題
に
答
え
た
り
児
童
同
士
英
語
で
会
話
し
た
り

す
る
な
ど
楽
し
く
学
習
し
ま
し
た
。

　

2
月
27
日
、
県
南
広
域
本
部
で
県
南
地
域
の
飲
食
、

宿
泊
、
観
光
関
係
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
、
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大

会
や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
熊
本
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
で
選
手
や
観
客
、
報
道
関
係
者
な
ど
多
く
の
来

訪
者
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
同
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
欧

州
か
ら
の
観
光
客
を
お
も
て
な
し
す
る
方
法
を
学
ぶ
た

め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
下
村
薫
さ
ん
が
「
顔

を
見
て
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
、
西
洋
で
は
猫
舌
の

人
が
多
い
」
な
ど
欧
州
の
生
活
様
式
を
話
す
と
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

即日完売する人気ぶり
高校生が柑橘を使ったスイーツを開発

▲開店と同時に多くのお客さんが並びました
　

3
月
9
日
、
道
の
駅
竜
北
で
「
晩
白
し
ゅ
ー
」、
道

の
駅
芦
北
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
こ
ぽ
ん
で
「
ぽ
ん
ぽ
ん
し
ょ
こ
ら
っ
ち
」
が
発
売
さ

れ
ま
し
た
。

　

八
代
農
業
高
校
が
開
発
し
た
「
晩
白
し
ゅ
ー
」
は
、

晩
白
柚
が
練
り
込
ま
れ
た
爽
や
か
な
ク
リ
ー
ム
が
特
徴

の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
で
、
芦
北
高
校
が
開
発
し
た
「
ぽ

ん
ぽ
ん
し
ょ
こ
ら
っ
ち
」
は
夕
刻
の
佐
敷
城
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
瓶
入
り
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
で
す
。

　

店
頭
販
売
に
参
加
し
た
八
代
農
業
高
校
2
年
の
寺
田

瑠る

ね音
さ
ん
と
福
田
恭
子
さ
ん
は
「
売
れ
行
き
が
好
調
で

う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

思いやりのある行動をたたえる
平成30年度八代市善行児童生徒表彰式

▲表彰を受けた児童生徒たち
　

3
月
1
日
、
厚
生
会
館
で
平
成
30
年
度
八
代
市
善
行

児
童
生
徒
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
市
内
小
中
学
校
の
5
団

体
、
個
人
13
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、

社
会
奉
仕
活
動
や
突
発
的
な
事
故
に
対
す
る
人
命
救
助

を
行
う
な
ど
、
模
範
と
な
る
自
発
的
な
活
動
を
表
彰
す

る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
ほ
ぼ
毎
朝
、
学
校
正
門
周
辺
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
活
動
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
本
田
寧ね

お央

さ
ん
（
有
佐
小
6
年
）
は
「
こ
れ
か
ら
は
清
掃
活
動
だ

け
で
な
く
、
あ
い
さ
つ
も
気
に
か
け
て
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

八代港に夢を描く
やつしろ国際クルーズ拠点サミット

▲パネルディスカッションで発言する中村市長
　

3
月
3
日
、
セ
レ
ク
ト
ロ
イ
ヤ
ル
八
代
で
や
つ
し
ろ

国
際
ク
ル
ー
ズ
拠
点
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
経
済
団

体
や
市
民
な
ど
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
32
年
4
月
に
は
、
八
代
港
に
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
完
成
し
供
用
開
始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
八
代
の
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
村
博
生
市
長
、
八
代
商
工
会
議
所
松
木
喜
一
会
頭

ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
私
な

ら
、
こ
の
一
手
」
と
題
し
て
、
八
代
の
伝
統
工
芸
を
活

用
し
た
体
験
型
観
光
の
取
り
組
み
や
天
草
・
県
南
地
域

と
連
携
し
た
観
光
に
つ
い
て
な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。






